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● 今月の主なお知らせなど

山鹿市への移住定住促進のための補助制度
地域づくりなどの補助制度

平成 30 年度山鹿市施政方針・予算

ふれあい人権講座
山鹿市教育委員会広報　ゆめーる　第 42 号

髙田信
まこと

さん・とし子
こ

さん
ご夫婦（菊鹿町松尾）の
チューリップ畑

春のお散歩
城北アソカ保育園

チューリップ畑でハイ、ポーズ！
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５
月
の
広
報

　将来は命を助ける仕事がしたいので、看護
師になりたいと思っています。器楽部でス
マップの「シェイク」を演奏するのが好きで、
楽器はソプラノアコーディオンが得意です。

鹿子木　悠
ゆ

衣
い

さん
八幡小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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菊鹿ワイナリー構想①

山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問情報システム広報課　☎ (43)1118

　山鹿市ではソーシャルメディアを活用した情報発
信を行うため、Facebook（フェイスブック）および
Twitter（ツイッター）による情報発信を行っています。

Facebook
QRコード

山鹿市公式 Facebook
http://www.facebook.com/yamagacity

山鹿市公式 Twitter
https://twitter.com/yamagacity Twitter

QRコード

今月の表紙
春のお散歩

　絶好のお散歩日和となった３月27日、菊鹿町の
城北アソカ保育園（新道哲

てつ

也
や

園長）の園児らが、地
元の髙田信

まこと

さん・とし子
こ

さんご夫婦のチューリップ畑
を訪れました。この日は600本以上の花がほぼ満開。
とし子さんは「チューリップを植えて12年目になり
ます。ここは保育園のお散歩コースになっていて、喜
んでもらえるのでうれしい」と笑顔で話しました。

笑顔の園児ら。「来年も楽しみに待ってます！」
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重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

１　
人
を
創
る

⑴
教
育
環
境
の
整
備
（
充
実
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
率
的
に
活
用
し
、
教
職

員
の
事
務
作
業
の
時
間
短
縮
化
を
図
る
な
ど

「
校
務
改
革
」
を
推
進
し
ま
す
。
教
職
員
の
本

務
で
あ
る
「
子
ど
も
た
ち
と
向
か
い
合
う
時

間
」
を
十
分
確
保
し
、
不
登
校
対
策
な
ど
の

取
り
組
み
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

⑵
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

　

隣
接
す
る
幼
慈
園
、
鹿
本
幼
稚
園
を
統
合

し
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
再
編
、
整
備
す
る

こ
と
で
、
効
率
的
・
安
定
的
な
運
営
を
図
り
、

年
齢
や
生
活
環
境
が
異
な
る
児
童
が
と
も
に

生
活
で
き
る
発
達
環
境
を
確
保
し
ま
す
。

２　
経
済
を
創
る

⑴
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想

　

本
年
秋
の
菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
開
業
に
向
け
、

次
の
３
点
を
重
点
事
業
と
し
て
進
め
ま
す
。

①�

落
成
式
や
内
覧
会
な
ど
の
開
業
イ
ベ
ン
ト

に
よ
る
効
果
的
な
情
報
発
信

②�

ワ
イ
ナ
リ
ー
内
の
６
次
産
業
化
・
観
光
連

携
推
進
施
設
に
お
け
る
上
質
な
商
品
と
魅

力
溢
れ
る
店
舗
づ
く
り
お
よ
び
運
営

③�

ま
ち
な
か
と
の
回
遊
お
よ
び
交
流
人
口
の

拡
大
に
向
け
た
、
市
内
の
観
光
事
業
者
と

の
連
携

⑵
新
シ
ル
ク
蚕さ

ん

業ぎ
ょ
う

構
想

　

新
た
な
形
で
の
シ
ル
ク
蚕
業
の
復
活
・
集

積
に
よ
る
地
域
産
業
の
活
性
化
と
雇
用
創

出
、
さ
ら
に
は
世
界
的
な
市
場
開
拓
に
よ
る

ジ
ャ
パ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
・
シ
ル
ク
の
確
立
を

目
指
し
ま
す
。
昨
年
度
に
続
き
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
戦
略
に
よ
る
情
報
発
信
・
Ｐ
Ｒ
活
動
、

ま
た
、
先
端
技
術
導
入
に
よ
る
高
機
能
シ
ル

ク
の
開
発
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

⑶
山
鹿
灯
籠
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
構
想

　

国
の
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
山
鹿
灯
籠

を
、
世
界
に
誇
る
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
、
国
内
外
に
そ
の
魅
力
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
観
光
地
山
鹿
の
知
名
度
の
浸
透
を

図
り
ま
す
。山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、

演
出
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
磨
き
上
げ
と
と
も
に
、

次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
も
、
ま
つ
り
を

支
え
て
い
く
人
材
の
育
成
と
活
用
、
団
体
間

の
連
携
強
化
を
後
押
し
し
ま
す
。

⑷
日
本
遺
産
関
連
事
業
の
推
進

　

引
き
続
き
菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
協
議
会

が
主
体
と
な
っ
て
事
業
を
進
め
ま
す
。
外
国

人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
作
成
、
市
民
を
対
象
と
し
た
出
前

講
座
な
ど
の
周
知
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑸
商
業
振
興
対
策

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
空
き
店
舗
補
助

制
度
を
充
実
さ
せ
、
商
工
会
議
所
・
商
工
会
・

山
鹿
市
の
三
者
が
一
体
と
な
っ
て
、
市
内
全

域
で
創
業
・
開
業
を
促
す
こ
と
で
、
商
業
者

支
援
、
賑
わ
い
づ
く
り
の
取
り
組
み
を
強
力

に
推
進
し
ま
す
。

⑹
豊
前
街
道
歴
史
的
ま
ち
な
み
再
生
事
業

　

豊
前
街
道
沿
い
に
空
き
家
、
空
き
店
舗
が

増
え
、
歴
史
的
ま
ち
な
み
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
再
生
し
、
利
活
用

す
る
こ
と
で
、
歴
史
的
ま
ち
な
み
の
再
生
と

新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
を
図
り
、
交
流
人
口

の
増
加
や
雇
用
の
場
の
提
供
な
ど
、
中
心
市

街
地
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

３　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
創
る

⑴
移
住
定
住
促
進

　

移
住
・
定
住
の
地
と
し
て
本
市
を
選
択
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
魅
力
あ
る
情
報
の
発
信

と
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
新
た
に

整
備
す
る
「
お
試
し
暮
ら
し
体
験
住
宅
」
を

移
住
希
望
者
に
一
定
期
間
貸
し
付
け
、
本
市

の
地
域
特
性
、
日
々
の
暮
ら
し
や
地
域
活
動

な
ど
を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
移
住
者
の
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

⑵
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
「
市
民
歩
こ
う
運
動
」
を
は
じ
め
、
運
動

や
生
活
習
慣
の
動
機
付
け
・
定
着
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
新
た

に
「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
民
一
人
一
人
が
「
自
分
の

健
康
は
自
分
で
守
る
、
創
る
」
と
い
う
意
識

の
高
揚
を
促
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
医
療

費
の
抑
制
に
つ
な
げ
ま
す
。

■
そ
の
他
の
重
要
事
業

○�

平
成
31
年
度
か
ら
稼
働
予
定
の
「
新
た
な

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
」
は
順
調
に
整
備

が
進
み
、
計
画
ど
お
り
の
完
成
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。
施
設
稼
働
後
の
管
理
運
営
体

制
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

○�

２
０
１
９
年
に
県
内
で
開
催
さ
れ
る
「
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
」
に

向
け
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、広
報
活
動
、

大
会
運
営
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確

保･

育
成
な
ど
に
官
民
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
機
運
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

市長　中嶋憲
けん

正
せい

地方創生実現への正念場
　今年度は、人口減少の抑制を最大の目標として策定した「山鹿市総合戦略」
が終盤の４年目を迎え、ワイナリー構想をはじめとする地方創生の実現に
向けた取り組みが、一段と目に見えるかたちになります。これらを着実に
進めながら、新たな雇用を創出し、有為な人材の確保・定着・育成を図り、
地域経済の活性化につなげます。
　また、引き続き、第２次山鹿市総合計画に掲げたまちづくりの基本姿勢
である「人を創る」「経済を創る」「住み続けたいまちを創る」の３本の柱
を重点施策とし、市民が誇れる魅力ある山鹿の実現を目指します。

平成 30 年度施政方針

２　
経
済
を
創
る

１　
人
を
創
る

３　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
創
る
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　市税、保育料、公共施設の使用料など、市が自主的に収入することのできる自主財
源は、71億 1,385 万 2 千円で、全体の 22.7％となっています。
　どの地域に住む住民にも一定の行政サービスを提供できるように、国が地方に代
わって徴収し、分配する地方交付税、国・県からの特定の事業に対する支出金や銀
行などからの借入金（市債）などの依存財源が、242 億 8,014 万 8 千円で、全体の
77.3％を占めています。
●平成 30 年度の特徴
　社会資本の整備が集中した影響で、市債が前年度比 39 億 3,850 万円（227.7％）
増となっています。

　
平
成
30
年
度
予
算
が
成
立
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
の
規
模
は
、
３
１
３
億
９
４
０
０
万

円
で
、こ
れ
に
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
規
模（
各
会
計
間
の
や
り
と
り
を
除
く
）は
、

４
９
８
億
２
７
９
４
万
2
千
円
と
な
り
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出

の
内
訳
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
全
会
計
の
予
算
書
は
、
市
役
所
２
階
ロ
ビ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
財
務
課　
☎（
43
）１
１
１
９

水道事業 ７億 2,750 万５千円 下水道事業 18 億 4,055 万円
病院事業 43 億 6,925 万７千円

企業会計予算 地方公共団体が行う事業のうち、その経費を当該事業の経営に伴
う収入をもって充てる会計

予
算

平
成
30
年
度

　

本
年
度
に
重
点
的
に
取
り
組
む
主
な
事
業
に
つ
い
て
、
市
政

運
営
の
３
本
の
柱
「
人
を
創
る
」「
経
済
を
創
る
」「
住
み
続
け

た
い
ま
ち
を
創
る
」
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

１　
人
を
創
る

人
材
育
成
、
教
育
環
境
の
充
実
な
ど

学
校
規
模
適
正
化
事
業
（
鹿
本
小
学
校
）

７
億
４
７
５
２
万
２
千
円

　

児
童
が
た
く
ま
し
く
育
ち
、
社
会
性
や
協
調
性
を
養
う
環
境

を
確
保
す
る
た
め
、
鹿
本
小
学
校
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
１
億
２
１
４
５
万
円

　

年
齢
や
生
活
環
境
が
異
な
る
児
童
が
共
に
生
活
で
き
る
良
好

な
子
育
て
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
認
定
こ
ど
も
園
を
整
備
し

ま
す
。

２　
経
済
を
創
る

農
林
業
・
商
業
の
振
興
、企
業
誘
致
、
誘
客
宣
伝
な
ど

ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
推
進
事
業
・
関
連
事
業

１
億
３
１
８
０
万
２
千
円

　

観
光
と
農
業
の
連
携
、
６
次
産
業
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

山
鹿
灯
籠
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
構
想
推
進
事
業　
２
７
０
３
万
円

　

３
年
間
の
取
り
組
み
の
集
大
成
と
し
て
、
山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
の

演
出
を
再
構
成
し
、
観
光
地
・
山
鹿
の
知
名
度
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

に
ぎ
わ
い
創
出
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
３
８
６
２
万
８
千
円

　

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
、
宿
泊
客
の
増
加
に
つ
な
が
る
情
報

発
信
、
着
地
型
観
光
商
品
の
開
発
を
通
し
て
、
観
光
産
業
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

商
業
振
興
・
企
業
誘
致
対
策
事
業　
１
億
１
５
１
７
万
３
千
円

　

空
き
店
舗
を
利
用
し
た
創
業
・
開
業
支
援
を
推
進
す
る
ほ
か
、

企
業
誘
致
の
実
現
に
向
け
、
各
種
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

豊
前
街
道
歴
史
的
ま
ち
な
み
再
生
事
業　
　
　
　
５
０
０
万
円

　

豊
前
街
道
沿
い
の
空
き
家
、
空
き
店
舗
な
ど
を
活
用
し
て
新

規
開
業
す
る
際
の
店
舗
改
修
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
歴
史
的
ま

　一般会計歳入（収入予定のお金）313 億 9,400 万円

市税
15.3％

保育料、公共施設の
使用料など
7.4％

地方交付税
33.8％

国庫支出金
13.2％

銀行などからの
借入金（市債）
18.1％

県支出金
7.7％

各種交付金など4.5％

自主財源
22.7％

依存財源
77.3％

歳入
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私たちのお金はこのよ
うに使われます
市民１人当たり年間
59 万 2,049 円

（平成 30 年１月１日現在
 人口 53,026 人で算出）

高齢者や障がい者、
子どもの福祉など
186,764円（35.4％）

国民健康保険事業 70 億 8,436 万４千円 介護保険事業 62 億 233 万８千円
後期高齢者医療 ７億 6,579 万７千円 簡易水道事業 １億7,945万１千円
農業集落排水事業 ８億 8,275 万円 財産区（六郷、城北、稲田） 813 万１千円

特別会計予算

高齢者や障がい者、
子どもの福祉など

196,360 円（33.2％）

健康、検診、予防、
ごみ処理など

97,734円（16.5％）

市債（市の借金）の返済
69,604 円（11.8％）

小・中学校、生涯学習など
66,008 円（11.2％）

農林業、畜産業など
46,437 円（7.8％）

地域づくり、戸籍や
住民票、選挙など

49,804 円（8.4％）

道路、公園、住宅
などの整備

33,801 円（5.7％）
消防、防災対策など
18,629 円（3.1％）

商工業・観光など 9,457円（1.6％）
議会、予備費 4,215円（0.7％）

特定の歳入歳出を一般会計から区分して別に収支経理を行う会計

ち
な
み
の
再
生
と
新
た
な
賑
わ
い
を
創
出
し
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

３　
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
創
る

移
住
定
住
対
策
、
過
疎
地
域
の
再
生
、
生
活
基
盤
の
整
備
な
ど

移
住
定
住
促
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
７
０
万
１
千
円

　

移
住
定
住
の
相
談
会
、
移
住
者
の
住
宅
支
援
、
お
試
し
滞
在

支
援
、
お
試
し
住
宅
の
整
備
、
移
住
者
交
流
会
の
開
催
な
ど
、

移
住
者
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

健
康
づ
く
り
推
進
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
６
０
万
円

　
「
市
民
歩
こ
う
運
動
」に
加
え
、新
た
に「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

を
実
施
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
そ
の
他
の
主
要
事
業

　

３
本
の
柱
以
外
に
も
重
要
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業
・
関
連
事
業

34
億
３
８
３
４
万
１
千
円

　

平
成
31
年
４
月
稼
働
予
定
の
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
整
備

と
施
設
の
稼
働
準
備
を
進
め
ま
す
。

地
方
道
路
等
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　
４
億
１
２
３
０
万
円

　

安
全
性
と
利
便
性
を
兼
ね
備
え
た
市
道
・
橋
の
改
良
な
ど
を

計
画
的
に
進
め
ま
す
。

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会　
４
１
１
５
万
７
千
円

　

２
０
１
９
年
に
熊
本
県
内
で
開
催
さ
れ
る
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

世
界
選
手
権
大
会
に
向
け
、
広
報
活
動
や
大
会
運
営
に
携
わ
る

ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　一般会計歳出（支払い予定のお金）313 億 9,400 万円

職員給与などの
人件費
14.3％

医療費などの
扶助費
20.3％

借入金の返済金
（公債費）
11.7％

普通建設事業費
21.8％

施設の維持管理
などの物件費
11.0％

道路、公共施設
などの維持補修費

1.0％

各種団体への
補助費など
8.6％

貸付金 0.2％
積立金 0.3％

特別会計への
繰出金
10.7％

義務的経費
46.3％

投資的経費
21.8％

その他
31.9％

歳出

予備費0.1％

　人件費、医療費の助成や各種手当などの扶助費と借入金の返済金（公債費）を合わ
せた義務的経費は、145 億 3,706 万 2 千円で、全体の 46.3%を占めています。
　一般廃棄物処理施設や学校、道路などの社会資本の整備に使われる経費（投資的経
費）は、68 億 2,940 万 3 千円で、全体の 21.8％です。その他の経費には、各種団体
への助成（補助費など）や特別会計への支出（繰出金）、行政運営に必要な経費（物
件費など）があり、全体の 31.9％を占めています。
●平成 30 年度の特徴
　定員適正化計画による職員の減少で、人件費が前年比 8,834 万 5 千円（1.9％）減
少する一方、一般廃棄物処理施設や学校規模適正化事業などの社会資本の整備に伴い、
普通建設事業が 52億 8,064 万 3 千円（341.0％）増となっています。
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移
住
定
住
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
三
世

代
同
居
を
目
的
と
し
た
住
宅
の
整
備
と
、
空

き
家
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
住
宅
の
改
修
な
ど

を
行
う
人
へ
の
補
助
制
度
で
す
。
ま
た
、
本

制
度
利
用
者
は
、
市
と
協
定
を
締
結
し
て
い

る
住
宅
金
融
支
援
機
構
の
住
宅
ロ
ー
ン
「
フ

ラ
ッ
ト
35
」
の
金
利
引
き
下
げ
（
当
初
５
年

間
、
年
０
・
25
％
減
）
を
併
せ
て
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
で
山
鹿
に
戻
る
人
、
市
外
か
ら

移
住
す
る
人
は
、
ぜ
ひ
補
助
金
な
ど
を
有
効

活
用
し
、
山
鹿
暮
ら
し
の
ス
タ
ー
ト
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

三
世
代
同
居
住
宅
支
援
事
業

　
市
外
か
ら
家
族
が
転
入
す
る
こ
と
で
三
世
代

同
居
と
な
る
世
帯
の
、
住
宅
の
改
修
や
新
築
、

購
入
に
係
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者
（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

 

●　�

親
が
山
鹿
市
に
１
年
以
上
居
住
し
、
住
民

登
録
し
て
い
る
こ
と
（
居
住
す
る
地
域
の

自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
）

 

●　�

子
や
孫
な
ど
が
市
外
か
ら
山
鹿
市
に
転

入
し
て
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
て
い
な

い
こ
と

 

●　�

三
世
代
同
居
の
構
成
員
全
員
が
、
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

 

●　�

補
助
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
以
上
継
続

し
て
三
世
代
同
居
を
す
る
人

※�

同
一
の
建
物
や
敷
地
に
居
住
す
る
場
合
の

み
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
住
宅
（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

 

●　�

親
が
市
内
に
所
有
す
る
住
宅
か
、
三
世
代

同
居
の
世
帯
員
が
市
内
に
所
有
し
よ
う

と
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と

 

●　�

所
有
権
の
保
存
登
記
か
所
有
権
の
移
転

登
記
を
し
て
い
る
も
の
、
ま
た
は
固
定
資

産
課
税
台
帳
に
記
載
の
あ
る
も
の

対
象
費
用
（
全
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

 

●　�

三
世
代
同
居
を
目
的
と
し
た
住
宅
の
新

築
、
改
修
工
事
、
購
入
に
係
る
費
用

 

●　�

専
門
の
事
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
新
築

や
改
修
の
工
事
費
、
ま
た
は
購
入
費
が

50
万
円
以
上
の
も
の

 

●　�

国
や
地
方
自
治
体
の
他
の
助
成
制
度
の
補

助
を
受
け
て
い
な
い
住
宅
に
係
る
も
の

補
助
率
・
補
助
限
度
額

 

●　�

総
額
50
万
円
以
上
の
工
事
費
や
購
入
費

の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
）
で
、
50
万
円
を
限
度
（
た

だ
し
、
市
外
事
業
者
と
契
約
し
て
行
う
場

合
は
25
万
円
を
限
度
）

空
き
家
バ
ン
ク
活
用
促
進
事
業

　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促
進
し
、
市

内
の
空
き
家
の
有
効
利
用
と
市
内
へ
の
円
滑

な
移
住
を
図
る
た
め
、
登
録
物
件
の
改
修
、

家
財
道
具
の
処
分
、
引
っ
越
し
に
係
る
経
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

 

●　�

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
所

有
者
（
市
外
か
ら
の
転
入
者
と
契
約
し
た

場
合
に
限
る
）、
ま
た
は
空
き
家
バ
ン
ク

利
用
者
の
う
ち
、
市
外
か
ら
の
転
入
者

①
改
修
等
工
事
補
助

　

空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
売
買
や
賃
貸
借

契
約
を
締
結
し
た
物
件
を
改
修
す
る
際
の
工

事
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
費
用

 

●　�

市
内
に
主
た
る
事
業
所
な
ど
を
有
す
る

事
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
改
修
工
事
に

係
る
費
用
（
工
事
費
用
の
総
額
が
50
万
円

以
上
の
も
の
に
限
る
）

補
助
限
度
額

 

●　�

工
事
費
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額
（
千

円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
50
万
円
を
限
度

②
家
財
処
分
費
用
補
助

　

空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
、
売
買
や
賃
貸

借
契
約
を
締
結
し
た
物
件
に
残
っ
て
い
る
家

財
な
ど
を
処
分
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
費
用

 

●　�

廃
棄
物
の
処
理
の
資
格
を
有
す
る
事
業

者
に
依
頼
し
て
行
う
家
財
処
分
に
係
る

費
用

補
助
限
度
額

 

●　�

家
財
処
分
費
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
５
万
円

を
限
度

③
引
越
し
費
用
補
助

　

空
き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
市
外
か
ら
転
入

山鹿市への移住定住促進のための補助制度
地域づくりなどの補助制度

問地域生活課　☎ (43)1114

移
住
定
住
促
進
の
補
助
制
度

移住定住促進や、地域づくりのため、さまざまな補助金を設けています。
本市の活性化のため、ぜひご活用ください。
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す
る
際
の
引
っ
越
し
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
費
用

 

●　�
運
送
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
登
録
物
件

へ
の
引
っ
越
し
に
係
る
経
費

補
助
限
度
額

 

●　�

引
っ
越
し
費
用
の
２
分
の
１
に
相
当
す

る
額
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
５
万

円
を
限
度

※�

ど
ち
ら
の
事
業
も
、
ま
ず
は
地
域
生
活
課

（
移
住
定
住
相
談
窓
口
）へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
申
請
内
容
を
審
査
し
、
予
算
の
範

囲
内
で
助
成
し
ま
す
。

�

地
域
づ
く
り
推
進
補
助
金
・

一
般
団
体
事
業

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
実
施
す
る
地

域
づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

募
集
期
間　
５
月
１
日
㈫
～
18
日
㈮

対
象
事
業

　

●
　�

市
全
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
地
域
づ
く

り
事
業
（
イ
ベン
ト
、
世
代
間
交
流
、
ボ

ラ
ン
ティ
ア
な
ど
の
年
間
を
通
し
た
活
動
）

対
象
団
体

　

●
　�

地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず

る
５
人
以
上
の
団
体

対
象
経
費

　

●
　�

事
業
に
係
る
消
耗
品
や
使
用
料
、
原
材
料

費
な
ど（
別
に
定
め
る
基
準
が
あ
り
ま
す
）

補
助
率
な
ど　

　

●
　�

対
象
経
費
の
10
分
の
10
以
内
で
、
１
団
体

20
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

●
　�

地
域
生
活
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
募
集
期
間
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
内
容
を
審

査
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

国
際
・
地
域
間
交
流
事
業
補
助
金

　

民
間
団
体
が
主
催
す
る
、
本
市
の
持
つ
優

れ
た
自
然
や
歴
史
文
化
を
生
か
し
た
国
際
・

地
域
間
交
流
事
業
に
対
し
て
支
援
し
ま
す
。

募
集
期
間　
５
月
１
日
㈫
～
14
日
㈪

対
象
事
業　

　

●
　�

教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、
福
祉

な
ど
に
よ
る
他
市
町
村
や
海
外
都
市
と
の

交
流
事
業

対
象
団
体　

　

●
　�

本
市
内
に
活
動
の
拠
点
が
あ
る
民
間
団
体

で
、
国
際
・
地
域
間
交
流
事
業
の
実
績
ま

た
は
今
後
継
続
す
る
意
思
が
認
め
ら
れ
る

団
体

対
象
経
費　

　

●
　�

交
流
事
業
に
要
す
る
経
費
（
飲
食
に
係
る

経
費
、
交
流
会
な
ど
の
参
加
費
、
お
土
産

代
、
本
市
以
外
の
会
員
に
か
か
る
経
費
な

ど
は
対
象
外
）

補
助
率
な
ど

　

●
　�

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
１
団
体

30
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

申
請
方
法

　

●
　�

地
域
生
活
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
募
集
期
間
内

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
内
容
を
審

査
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

地
域
自
治
振
興
交
付
金

　

こ
の
交
付
金
は
、
自
治
機
能
の
維
持
や
住

民
の
自
主
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。交
付
金
の
交
付
先
は
、

鹿
北
地
域
、
菊
鹿
地
域
、
鹿
本
地
域
、
鹿
央

地
域
は
各
地
域
ご
と
に
、
山
鹿
地
域
は
校
区

ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
協
働
組
織
で

す
。
地
域
協
働
組
織
は
、
対
象
地
域
に
居
住

す
る
人
が
地
域
生
活
の
向
上
を
図
り
、
自
治

会
よ
り
も
広
域
的
な
共
同
事
業
を
行
う
た
め

に
作
ら
れ
た
組
織
で
、
自
治
会
の
代
表
者
や

そ
の
他
必
要
な
団
体
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望
す
る
自
治
会
や
地

域
づ
く
り
活
動
団
体
は
、
各
地
域
協
働
組
織

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼�

次
の
よ
う
な
地
域
づ
く
り
事
業
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

●　�
地
域
安
全
・
防
災
事
業
（
防
火
訓
練
や
講

習
会
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
交
通
安
全
教

室
な
ど
）

　

●　�

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
情
報
発
信
、
産

業
振
興
事
業
（
世
代
間
交
流
、
地
域
の
祭

り
・
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
特
産
品
開
発
、
地

域
情
報
誌
の
発
行
な
ど
）

　

●　

�

教
育
文
化
に
関
す
る
事
業
（
青
少
年
育
成

事
業
、
地
域
の
歴
史
調
査
、
伝
統
文
化
の

保
存
・
継
承
、
地
域
の
歴
史
・
風
景
な
ど

の
保
存
、
生
涯
学
習
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
事
業
な
ど
）

　

●　�

地
域
の
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業
（
花

い
っ
ぱ
い
運
動
、
花
壇
・
広
場
整
備
、
自

然
や
生
活
環
境
の
保
全
、
地
域
美
化
、
資

源
ご
み
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
、
不
法

投
棄
除
去
な
ど
）

　

●　�

地
域
の
健
康
福
祉
に
関
す
る
事
業
（
い
き

い
き
サ
ロ
ン
、
子
育
て
支
援
や
見
守
り
、

高
齢
者
支
援
、
障
が
い
者
支
援
、
健
康
づ

く
り
活
動
な
ど
）

　

●　�

地
域
づ
く
り
を
担
う
人
材
の
育
成
に
関
す

る
事
業

　

●　�

そ
の
他
、
地
域
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
活
動

地
域
自
治
振
興
交
付
金
の
問
い
合
わ
せ
先

　

●
　�

山
鹿
地
域
…
地
域
生
活
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
１
４

　

●
　�

鹿
北
地
域
…
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
32
）３
１
１
１

　

●
　�

菊
鹿
地
域
…
菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
48
）３
１
１
１

　

●
　�

鹿
本
地
域
…
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
46
）３
１
１
１

　

●
　�

鹿
央
地
域
…
鹿
央
市
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
36
）３
１
１
１

地
域
づ
く
り
な
ど
の
補
助
制
度
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平成 30 年度の国民健康保険税率改定のお知らせ
問国保制度に関すること…国保年金課国民健康保険係　☎(43)1527

国保税に関すること…………………税務課市民税係　☎(43)1120

　国民健康保険税は、これまで市町村が個別に医療費な
どを推計し、税率を決定していました。今年度からは、
県が市町村ごとの被保険者数・所得水準・医療費水準な
どに応じた事業費納付金の額を定め、市町村は納付金を
保険税などで集め、県に納めます。保険税算定にあたっ
ては、県が示す標準保険税率を参考に税率を決定します。
　山鹿市では、標準保険税率を参考にしつつ、所得割・

均等割・平等割の割合調整および、国保財政調整基金を
活用し、下記のとおり税率を改定しました。この結果、
多くの世帯で税額が引き下げとなります。
　ただし、法改正により医療分の課税限度額が４万円引
き上げられることに伴い、所得がおおむね 650 万円を
超える世帯については、最大で４万円の国保税引き上げ
が生じます。

国民健康保険税率などの改定内容

●医療分（基礎課税分）

●後期高齢者支援金分

●介護保険分

内容：加入者が病気やけがをしたときに医療費などに充てる保険税

内容：後期高齢者医療制度の支援金として拠出する保険税

内容：介護が必要な高齢者やその家族を支える介護給付費に充てる保険税

対象：加入者全員

対象：加入者全員

対象：40 歳〜 64 歳の加入者

区　分 平成 29 年度
（改定前）

平成 30 年度
（改訂後） 増　減

所得割 （前年所得−基礎控除 33万円）×税率 　　9.1 ％ 　　8.3 ％ 　▲ 0.8 ％
均等割 加入者一人当たり 18,400 円 21,000 円 　2,600 円
平等割 一世帯当たり 34,300 円 27,700 円 ▲ 6,600 円
限度額 医療分課税の上限額 　54万円 　 58 万円 　　４万円

区　分 平成 29 年度 平成 30 年度 増　減
所得割 （前年所得−基礎控除 33万円）×税率 　　2.9 ％ 　　2.6 ％ 　▲ 0.3 ％
均等割 加入者一人当たり 12,000 円 　7,200 円 ▲ 4,800 円
平等割 一世帯当たり − 　8,600 円 　8,600 円
限度額 後期分課税の上限額 　19万円 　　19 万円 据え置き

区　分 平成 29 年度 平成 30 年度 増　減
所得割 （前年所得−基礎控除 33万円）×税率 　　2.5 ％ 　　2.0 ％ 　▲ 0.5 ％
均等割 加入者一人当たり 13,700 円 13,300 円 　▲ 400 円
限度額 介護分課税の上限額 　16万円 　　16 万円 据え置き

●どのくらい国保税が変わるのか（モデル世帯の国保税）
世帯の状況 平成 29 年度 平成 30 年度 増　減

モデル１ 65 歳の夫婦、それぞれ年金収入 78 万円、総所得０円の２人
世帯　※７割軽減、介護分賦課なし

　28,500 円 　27,800 円 　▲700 円

モデル２ 40 代夫婦、子ども２人、給与収入 200 万円、総所得 122 万
円の４人世帯　※５割軽減

220,600 円 202,600 円 ▲ 18,000 円

●国民健康保険制度を維持するために
　平成 30 年度は、国が国保財政基盤強化として 1,700
億円の公費を投じたこともあり、山鹿市の税率引き下
げにつながりました。しかし、今後も国保の運営は引

き続き厳しいことが予想されます。一人一人が毎年の
健診で体の状態を把握し、積極的に健康づくりに取り
組んでいただくとともに、病気になっても早期治療で
重症化させないよう努めましょう。
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●後期高齢者健診
▼集団健診を受ける人
実 施 時 期　６月～８月中旬まで
自己負担額　800 円
　●　�がん検診を申し込んでいる人は、指定された時間
に受け付けをしてください。

　●　�後期高齢者健診のみ受診する人は、午前７時半～
10 時 20 分までの間で都合の良い時間にお越しく
ださい。

　●　�混み具合によっては待ち時間が長くなります。時
間に余裕を持ってお越しください。

▼個別健診を受ける人
実 施 時 期　６月～９月末まで
自己負担額　800 円
　●　�ご希望の医療機関（指定医療機関）に予約が必要で
す。詳しくは受診券と同封の書類をご覧ください。

後期高齢者健診と歯科口腔健診の受診券を郵送します

問国保年金課後期医療年金係　☎(43)1576

病気は早期発見、早期治療が大事です。
年に１度は健診を受けて、体の状態を確認しましょう。

　後期高齢者医療保険制度加入者を対象に、後期高齢者
健診と歯科口腔健診を行います。対象者には５月下旬に
受診券を郵送しますので、検査項目や受診できる医療機
関などの詳しいことは同封の書類をご覧ください。

　健診結果から、日常生活指導や服薬指導が必要と判断
された人は、山鹿市（または、山鹿市から委託された事
業所）の保健師や栄養士が、ご自宅を訪問することがあ
ります。

受診券の色 対象者 健診の種別

ピンク色 後期高齢者医療保険加入の人
(障がい認定の65歳以上の人を含む ) 後期高齢者健診

オレンジ色 国民健康保険加入者で６月～９月の間に75歳を迎える人 健診当日の保険種別により国保特定
健診か後期高齢者健診のどちらか

緑色 後期高齢者医療保険加入の人
(障がい認定の65歳以上の人を含む ) 歯科口腔健診

健診受診券の色の違い

●歯科口腔健診
実 施 時 期　６月～ 10月末まで
自己負担額　400 円
　●　�ご希望の歯科医院（指定医療機関）に予約が必要で
す。詳しくは受診券と同封の書類をご覧ください。

　●　�健診期間中（６月～ 10 月中）に 75 歳を迎える人
には受診券は郵送しません。誕生月の前月に開催
する 75歳年齢到達者説明会のときに配布します。

●注意事項
　●　�後期高齢者健診は、集団健診か個別健診のどち
らかを選んで受診してください。誤って両方受
診した場合、どちらかの健診が全額自己負担
（８千円程度）になります。

　●　�健診日時点で後期高齢者医療保険の資格が無い
人は受けられません。健診を受けた後に資格が
無いことが判明した場合は、健診費用（８千円
程度）を返還していただきます。 訪問指導を受けた場合は、日頃から健康について気

になっていることなどを、お気軽にご相談ください。

最
近
、

な
か
な
か
眠
れ
な
く
て
…
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　参加対象　�山鹿市に住んでいる人か、勤めている人
　受 講 料　無料
　内　　容　�下記日程表のとおり年９回を予定
　申し込み　�人権啓発課へ下記⑴〜⑶の方法でお申し込みください。
　　　　　　※５月 18 日㈮ 締め切り
　　　　　　　⑴電話　☎ (43)1199
　　　　　　　　電話で①住所②氏名③電話番号をお知らせください。
　　　　　　　⑵来庁かファックス　FAX (44)0373
　　　　　　　�　�任意の様式に①住所②氏名（フリガナ）③電話番号を記入し、人権啓発課に持参するか

FAXで送信してください。
　　　　　　　⑶ E メール　jinken@city.yamaga.kumamoto.jp
　　　　　　　�　�上記アドレスに、件名を「ふれあい人権講座申し込み」、本文に「①住所②氏名（フリガナ）

③電話番号」を入力して送信してください。

問人権啓発課　☎ (43)1199

開催日 会　場 テーマ 内　容

６月20日㈬ 菊鹿地区公民館 人権全般 開講式・講演

７月18日㈬ 鹿北市民センター 企業と人権 講演

８月22日㈬ 鹿央市民センター 障がい者・高齢者の人権 講演

９月19日㈬ 鹿本市民センター 女性・子どもの人権 講演

10月 17日㈬ 山鹿市役所 同和問題 講演

11月中 市内小中学校 人権教育の実際 授業参観

12月２日㈰ 山鹿市民交流センター やまが人権フェスティバル 講演

１月中旬 調整中 調整中 視察研修

２月20日㈬ 菊鹿地区公民館 身の回りの人権問題 閉講式・参加体験型学習

　日 程 表　※内容は、講師の都合などにより変更する場合があります。講演は午後２時から60分間の予定です。
　　　　　　　  ご都合が合うときのみの参加でも構いません。お気軽にお申し込みください。

人KENまもる君  人KENあゆみちゃん

人権のこと、いろいろ学んでみませんか
人権って何？なんだか難しそう…。
避けて通るうちに、自分でも気付かずに偏見や差別につながることをして
いたり、被害者になったりするかもしれません。自分と人権のつながりを
学び、理解を深めるための講座を開催します。

ふれあい人権講座
参加者
募集 !

参加をお待ちしています！
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問い合わせ先
社会教育課

☎（43）1651

菊池川 日本遺産 検索
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人権のこと、いろいろ学んでみませんか

ふれあい人権講座

築
地
井
手
（
菊
池
市
）

御
宇
田
井
手
（
山
鹿
市
）

九
州
新
幹
線

九州自動車道

鹿児島本線

竜門ダム
③

⑥

⑦

⑤

④

②
①

④

⑤ ⑥

⑦

⑨⑨
⑧⑧

②菊池川
菊池市

山鹿市

和水町

玉名市

387

387

325

325

3

1

③
①

①原井手②築地井手③古川兵戸井手
④御宇田井手⑤津留井手⑥小坂井手
⑦平野井手⑧寺田井手⑨河崎井手

遺跡位置図

場
所
に
水
を
引
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
た
め
、
溜
め
池
や
川
の

堰
は
比
較
的
標
高
の
高
い
場
所
に

造
ら
れ
ま
し
た
。
場
所
に
よ
っ
て

は
山
を
越
し
て
水
路
を
通
す
た

め
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　

菊
池
川
流
域
の
井
手
は
、
他
の

地
域
と
同
様
に
比
較
的
山
間
に
見

ら
れ
ま
す
。菊
池
市
に
は
原は

る

井
手
、

築つ
い

地じ

井
手
、
古ふ

る

川か
わ

兵ひ
ょ
う

戸ど

井
手
な
ど

が
知
ら
れ
、
山
鹿
市
で
は
御
宇
田

井
手
、
津つ

留る

井
手
、
小お

坂さ
か

井
手
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
下
流
の
和
水
町

で
は
平ひ

ら

野の

井
手
、
玉
名
市
に
は
寺て

ら

田だ

井
手
、
河か

わ

崎さ
き

井
手
な
ど
が
造
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん

ど
が
今
も
現
役
で
、
流
域
の
水
田

に
水
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

御
宇
田
井
手

　

上
内
田
川
の
津つ

袋ぶ
く
ろ

と
い
う
場
所

山や
ま

間あ
い

に
田
を
拓ひ

ら

く
①
　
菊
池
川
流
域
の
井い

手で

、
御み

宇う

田た

井
手
（
中
世
の
井
手
）

　

平
安
時
代
の
後
半
以
降
、
山
間

で
は
溜た

め
池
造
成
や
水
路
建
設
な

ど
の
農
業
土
木
技
術
の
向
上
に

よ
っ
て
、
菊
池
川
流
域
で
も
井
手

（
用
水
路
）が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
水
が
届

か
な
か
っ
た
高
台
を
水
田
に
変

え
、
耕
作
面
積
を
増
や
し
て
い
き

ま
し
た
。

菊
池
川
流
域
の
井
手

　

井
手
と
は
、
人
工
的
に
造
っ

た
「
農
業
用
水
路
」の
こ
と
で
す
。

菊
池
川
流
域
で
は
、
井
手
は
中
世

（
平
安
時
代
後
半
ご
ろ
）か
ら
造

ら
れ
ま
す
。
ま
ず
水
を
確
保
す
る

た
め
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
溜
め
池

を
造
成
す
る
か
、
川
に
堰せ

き

を
造
り

水
を
せ
き
止
め
、
そ
こ
か
ら
田
に

向
け
て
溝
を
掘
っ
て
い
き
ま
す
。

水
を
溜
め
る
場
所
が
標
高
の
高
い

場
所
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
よ
り
低
い

で
堰
を
造
り
、
そ
こ
か
ら
長
さ
約

４
㌔
に
わ
た
り
御
宇
田
地
区
の

２
０
０
㌶ 

あ
ま
り
の
田
を
潤
す

井
手
で
す
。
熊
本
県
内
で
最
も
古

い
井
手
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
言
い

伝
え
に
よ
る
と
、
平
安
時
代
後
期

の
延え

ん

長ち
ょ
う

２
（
９
２
５
）
年
、
こ
の

地
域
の
豪
族
で
あ
る
御
宇
田
光み

つ

重し
げ

が
造
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
現
在
も

そ
の
偉
業
を
た
た
え
る
た
め
、
毎

年
田
植
え
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
井

手
の
恩
恵
を
受
け
る
関
係
者
た
ち

が
「
御
宇
田
ど
ん
祭
り
（
殿と

の

さ
ん

ま
つ
り
）」と
し
て
祈
り
を
さ
さ

げ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
堰
の
近
く
に
あ
る
円
形

の
分ぶ

ん

水す
い

施
設
は
昭
和
30
年
代
に
造

ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
も
の

で
、
川
か
ら
取
り
入
れ
た
水
の
７

割
を
井
手
に
流
し
、
残
り
の
３
割

を
川
に
戻
す
も
の
で
す
。

（
担
当
：
山
鹿
市
社
会
教
育
課
）
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街角ぐるっとナビ 

、

旧岳間保育園に響く子どもの声
…大

お お

岩
い わ

守
まもる

さん花まつり　　　　　　   ３月24日
　１年前に閉園となった旧岳間保育園で開催さ
れ、多くの親子連れでにぎわいました。同園に給
食の食材を納入していた地元スーパーの野中哲

て つ

雄
お

さんら有志が主催したもので、園のシンボル「大
岩守さん」の前での大声大会や、タレントの英

え い

太
た

郎
ろ う

さんによる物まね、お笑いコンビもっこすファイ
ヤーさんによる紙芝居、宝探しゲームなどを実施。
野中さんは「去年の夏に来てみたところ、草が茂っ
ていて寂しかった。何かできないかと考えて、地
元の人などに協力してもらい、子どもが楽しめるイ
ベントができました」と笑顔で話しました。

大岩守さんの前で大声大会

青空の下、春の岳間路を歩きました
…第 11 回岳間渓谷ぐるっとウォーク　　　　　　　　　   ３月24日

　岳間渓谷と里山あるき実行
委員会（東和

かず

行
ゆき

会長）が主催
し、市内外から参加した 430
人が春の岳間路を歩きまし
た。コースは 10㌔と５㌔の
２種類。10㌔を歩いた西牟田
守
し ゅ う

生君（鹿北小３年）は「最
後まで歩けるか心配だったけ
ど、話をしながら歩いたので
あっという間でした」と楽し
んだ様子でした。

ドライバーの皆さん、思いやり運転を心掛けてください
…小学校新１年生へ傘の贈呈 　　　　　　　　　　　　　３月22日
　自動車学校を経営するKDS
グループ（永田佳

よし

子
こ

社長）から、
新１年生にオリジナル傘が贈
られました。「ゆるや傘」と名
付けられたこの傘には、交通
事故防止の願いが込められて
います。永田社長は「雨の日
は事故が起きやすいので、ド
ライバーの皆さんはこの傘を
見掛けたら、安全運転をお願
いします」と話しました。

左から守生君と父敬
けい

さん

左から中嶋憲
けん

正
せい

市長、永田社長、堀田浩
こう

一
いち

郎
ろう

教育長

菊鹿路を猛スピードで駆け抜ける
…全国高等学校選抜自転車競技大会ロード競技　　　　　３月25日
　あんずの丘を起点とし、菊
鹿町内を周回する特設コース
（１周 11.1㌔）で行われ、全
国各地から選抜された高校生
約 200 人が自慢の足を競いま
した。大勢が一斉にコーナー
を駆け抜ける様子は迫力満
点。坂道をものともしない力
強い走りにも、沿道から大き
な声援が送られました。

猛スピードで走る選手

農業や食について分かりやすく学べます
…JA バンク食農教育応援事業による補助教材寄贈　　 　３月26日

　ＪＡ鹿本（大仁田勲
いさお

代表理
事組合長）から、子どもたち
が農業や食への理解を深めて
もらうための補助教材「農業
とわたしたちのくらし」が山鹿
市へ寄贈されました。大仁田
組合長は「農業への理解を深
め、子どもたちの健全な心と
体の育成につながってほしい」
とあいさつ。この教材は小学
５年生の授業で使用されます。左から大仁田組合長、堀田浩

こう

一
いち

郎
ろう

教育長

、

春一番楽走カーニバル
…第６回「清浦総理顕彰」あんずの丘マラソン大会     ３月21日
　菊鹿町のあんずの丘をスタート・ゴールとした第
６回「清浦総理顕彰」あんずの丘マラソン大会が行
われ、あんずの丘周辺を走る1.5㌔のコース、３㌔、
10㌔の３コースに分かれてスタートしました。
　この大会は山鹿の初春の自然を満喫しながら
ゆっくりのんびり楽しく走ることを大会の趣旨とし
ていますが、あいにく当日は雨。時折激しく降り、
肌寒いコンディションでしたが、県内外から参加し
た1,200人のランナーは、あんずの花が咲き始めた
コースを雨にも寒さにも負けず、思い思いのペース
で、完走目指して元気に走っていました。

スタートした 10㌔コースの選手たち
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、

人の心に緑の憩いを
…トヨペットふれあいグリーンキャンペーン苗木寄贈　４月５日
　トヨタ自動車株式会社と全国のトヨペット店が
実施するキャンペーンで、市内の全小中学校にロー
ズマリーなどの苗木1,018本が贈られました。
　この日は熊本トヨペット株式会社の齋藤文

ふみ

夫
お

社
長と「緑の大使」として2018ミスインターナショ
ナル日本代表の杉本雛

ひな

乃
の

さんが市役所を訪問。齋
藤社長は「“人の心に緑の憩いを”というスローガ
ンで取り組んでいます。この苗木で山鹿市民の皆
さまに憩いを広げたいという思いを込めて寄贈し
ます」とあいさつ。代表して中嶋憲

けん

正
せい

市長が目録
を受け取り、お礼を述べました。

左から齋藤社長、杉本さん、中嶋市長、早田順
じゅん

二
じ

経済部長

遠山弥
や じ べ え

二兵衛の功績「湯の口ため池」
…蒲生　湯の口遠山神社例祭　　　　　　　　 　　　　　４月４日
　160 年前の江戸末期にため
池を造り、干ばつによる不作
を防いだ遠山弥二兵衛の功績
と、水の恵みに感謝する遠山
神社例祭が、弥二兵衛の子孫
縁者と地元住民ら約 60 人が
参列して行われました。この
偉業により、今ではため池は
50 万トンの貯水量を誇り、蒲
生、福原地区ほか約 500㌶の
田を潤しています。

共に支え合い、誰もが生き生きと輝くまちづくりのために
…山鹿市男女共同参画審議会意見書提出　　　　　　　　 ３月26日

　山鹿市男女共同参画計画の
実施計画に関する意見書が、
審議会の古江英

ひで

実
み

会長から
中嶋憲

けん

正
せい

市長に提出されまし
た。市役所全体での男女共同
参画の取り組みが高く評価さ
れたほか「働きやすい職場環
境づくりや、学校生活の中で
の教育の推進にこれまで以上
に取り組んでほしい」などの
ご意見をいただきました。意見書を読み上げる古江会長（右）

、

第 11 回いじめ防止標語コンテスト　全国賞受賞
…朝倉葵

あおい

さん　米野岳中学校３年生
　朝倉さんが作ったいじめ防止標語が、応募総数
45 万点の中から見事全国賞に選ばれました。受
賞した標語は「みつめよう　スマホじゃなくて　
みんなの心」という作品。葵さんは「受賞を聞い
てすごくうれしかったです。心を込めて作ったの
で、全国の皆さんに見てもらい、私の気持ちが伝
わればいいなと思います」と喜びを語りました。
報告を受けた中嶋憲

けん

正
せい

市長は「この標語は朝倉さ
んのやさしさ、思いやりが現れた素晴らしい作品
だと思います。この受賞を機に、さらにいろいろ
なことにチャレンジしてください」と話しました。

中央で賞状を持つのが葵さん。左隣は父崇
た か

雄
お

さん

栄養改善功労者熊本県知事表彰
…芹川恵

めぐみ

さん　名塚（山鹿）　古閑枝
え

美
み

子
こ

さん　上永野（菊鹿）
　芹川さんは山鹿市食生活改
善推進員協議会の役員や会長
を 10 年間歴任。地域の食生
活改善運動に取り組んでいま
す。古閑さんは栄養士として
30 年の長きにわたり保育所
で勤務し、熊本県栄養士会の
役員などを歴任。地域の健康
づくりや栄養食生活の支援を
行っています。お二人の功績
が認められ、表彰されました。 左から古閑さんと芹川さん

例祭の様子

元気に大きく育て　
…稚

ち

アユ 22 万匹の放流　　　　　　　　　　　　　　　４月12日
　菊池川漁業協同組合（江藤
俊
とし

男
お

組合長）は市内を流れる
菊池川流域の河川に稚アユ 22
万匹を放流。これは有明海から
河川上流へ遡

そ

上
じょう

する天然のア
ユが年々減少していて、魚を保
護するための増殖事業として、
菊池川河川事務所と鹿本地域
振興局も参加して行っているも
のです。ことしのアユ釣りの解
禁日は６月１日㈮からです。稚アユを放流する菊池川漁協の組合員



場広の ●�みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、
原稿や写真を山鹿市役所情報システム広報課へ郵送または持参してください。

●�誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時
・
内
容

　
５
月
13
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
10
時
半

　

子
ど
も
灯
籠

　

５
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
10
時
半

　

�

子
ど
も
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

　
「
メ
リ
ー
ホ
ッ
パ
ー
ズ
」

　

�

バ
ト
ン
を
回
し
な
が
ら
、笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
演
技
を
お
届
け
し
ま
す
。

◦
場
所　

湯
の
端
公
園

◦
参
加
費　

無
料

※
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

山
鹿
だ
い
す
き
！

「
さ
く
ら
湯
朝
市
」

山
鹿
も
て
◯
マ
ー
ケ
ッ
ト

◦�

日
時　

５
月
13
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所　

湯
の
端
公
園

◦�

内
容　

健
康
野
菜
や
手
作
り
品
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

※
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

ホ
タ
ル
見
物

��　

懐
中
電
灯
を
ご
持
参
の
上
、
夢
想

庵
へ
午
後
７
時
に
ご
集
合
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　

５
月
22
日
㈫　

午
後
７
時

◦
場
所　

夢
想
庵

◦
会
費　

５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　

葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
43
）２
２
１
１

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

体
験
募
集

　

マ
ッ
ト
運
動
や
跳
び
箱
、
鉄
棒
な

ど
、
幼
児
期
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な

運
動
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
５
月
中

は
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
・
場
所

 

・
鹿
央
体
育
館
（
月
曜
日
）

　

午
後
４
時
10
分
〜
５
時

 

・
山
鹿
市
総
合
体
育
館
（
金
曜
日
）

　

午
後
５
時
10
分
〜
６
時
10
分

◦�

対
象　

年
少
児
〜
小
学
３
年
生

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
石
井
）

☎
０
９
０（
４
９
９
６
）４
０
８
７

男
性
料
理
教
室

受
講
生
募
集　

鹿
本
地
区
公
民
館

　

食
生
活
習
慣
予
防
や
健
康
意
識
の

向
上
、
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
、
男

性
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

◦�

日
時

　

６
月
９
日
㈯
・
８
月
18
日
㈯

　

10
月
13
日
㈯
・
12
月
８
日
㈯

　

平
成
31
年
２
月
９
日
㈯

　

午
前
９
時
半
〜
午
後
０
時
半

◦�

場
所　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦�
講
師　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議

会
鹿
本
支
部

◦�
受
講
料　

３
千
円
（
５
回
分
の
材

料
代
）

八
千
代
座
子
ど
も
歌
舞
伎

教
室
受
講
生
募
集

山
鹿
市
民
歌
舞
伎
の
会

　

八
千
代
座
で
歌
舞
伎
を
し
て
み
ま

　豊前街道周辺の蔵跡や町屋に、絵画・
彫刻・写真・町の空間さえも創造する作
品を展示し、山鹿の街並みとともに作品
を楽しむ美術展です。

第 10 回　山鹿・湯の端美術展

せ
ん
か
。
歌
舞
伎
歴
27
年
の
河
合
誠せ

い

三ざ
ぶ
ろ
う郎

先
生
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◦�

対
象　

幼
稚
園
生
〜
中
学
生

　
　
　
　

20
人
程
度
募
集

◦�

期
間　

５
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
、
平
成
31
年
３
月
に
発
表
会

◦�

受
講
料　

年
間
１
万
円

◦�

申
込
期
限　

５
月
31
日
㈭

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
松
葉
）

☎
０
９
０（
２
５
０
１
）７
２
５
１

◦�

申
込
期
限　

５
月
18
日
㈮

◦�

定
員　

25
人

◦�

申
し
込
み
方
法　

鹿
本
市
民
セ
ン

タ
ー
に
置
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　

　
（
鹿
本
地
区
公
民
館
）

☎（
46
）５
０
７
５

◦期日：５月１日㈫〜６日㈰
　　　　午前11時半〜午後５時
　　　　（最終日は午後４時まで）
◦会場：天

てん

聽
ちょう

の蔵、古民家ギャラリー百花堂、堀家、
　　　　海

み

越
こし

屋、濱武家、千代の園
◦テーマ：水
◦�参加者：丸尾康

やす

弘
ひろ

（木彫刻）、木下慶
けい

子
こ

（喫茶）、
矢
や

ヶ
か

部
べ

優
ゆう

子
こ

（折り紙）、森真
しん

一
いち

（写真）、柴里よしひ
さ（絵画）、畠山浩

ひろ

史
ふみ

（写真）、nill（インスタレーショ
ン）、ハタラミコ（イラストレーション）、山本徹

てつ

夫
お

（イ
ンスタレーション）、アド（渡辺真

ま

希
き

子
こ

・絵画）、ミュー
ジアムショップ（販売）、絵画教室アニマル会（絵画）、
アトリエクリップ（イラストレーション）、齊藤紀

のり

夫
お

（写真）、野田竜
りゅう

太
た

郎
ろう

（絵画）、文林堂絵画教室（絵画）

◦主催：山鹿・湯の端美術会
　　　　http://yamaga-art.com/
◦問い合わせ先：山鹿・湯の端美術会
　　　　　　代表　木部律

りつ

子
こ

　☎︎ 080（6426）4519
　　　　　　　　　　　E-mail　kibe100@nifty.com
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｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設展示場）
問☎ (36)3838

▶竹工芸展
　相川　博さん（山鹿市）
　期間　５月１日㈫〜 15日㈫

▶押し絵展
　井手幸子さん（山鹿市）
　期間　５月 16日㈬〜 31 日㈭

※月曜日休館　時間 10：00 〜 17：00

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

▶橋本隆齋個展（熊本市）
　�風景を中心に油彩で描く
　期間　５月１日㈫〜 15日㈫

▶鹿本文化協会　絵画クラブ展
　代表　永野久美子さん（鹿本町）
　ペン画、水彩画、版画、油絵など約 20 点
　期間　５月 16日㈬〜 31 日㈭

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

「
看
護
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

山
鹿
中
央
病
院

　

無
料
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

◦
日
時　
５
月
18
日
㈮

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

◦�

場
所　

　

山
鹿
中
央
病
院
外
来
ロ
ビ
ー

◦�

内
容　
血
圧
測
定
や
体
脂
肪
測
定
、

と
ろ
み
剤
を
使
っ
た
飲
み
物
の
試

飲
、介
護
に
便
利
な
物
品
の
展
示
・

販
売
、
管
理
栄
養
士
・
看
護
師
に

南
九
州
税
理
士
会

「
も
し
も
し
税
金
相
談
室
」

南
九
州
税
理
士
会
事
務
局

　

税
理
士
が
、
電
話
で
税
金
に
関
す

る
相
談
に
無
料
（
20
分
以
内
）
で
応

じ
ま
す
。

◦
相
談
時
間　

　

平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

�（
土
日
・
祝
日
、
夏
期
、
年
末
年

始
な
ど
は
休
室
）

◦
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０（
３
７
３
）６
７
８

※�

受
け
付
け
担
当
者
が
あ
な
た
の
お

住
ま
い
の
地
域
お
よ
び
電
話
番
号

を
お
尋
ね
し
、
お
近
く
の
税
理
士

か
ら
直
接
折
り
返
し
電
話
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
「
南
九
州
税
理
士
会
」

社
交
ダ
ン
ス
初
級
者
募
集

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
山
鹿
会

◦�
日
時　

毎
週
月
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

◦�

場
所　

米
田
公
民
館

◦
会
費　

無
料

※�い
つ
で
も
見
学

に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
北
口
）

☎（
43
）５
８
２
２

鹿
校
通
こ
い
の
ぼ
り
ま
つ
り

鹿
校
通
区

　

こ
と
し
も
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
、
こ
い
の
ぼ
り
を

掲
揚
し
ま
す
。

「
看
護
の
日
」
記
念
行
事

保
利
病
院

◦�

日
時　
５
月
19
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
３
時
（
受
け
付
け
）

◦
場
所　

保
利
病
院

◦�

内
容　

動
脈
硬
化
・
骨
密
度
検
査

（
ど
ち
ら
か
一
つ
、
各
先
着
30
人
）、

身
体
・
血
糖
・
血
圧
測
定
、
認
知

症
検
査
、
健
康
相
談
、
温
泉
開
放

（
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
）

※
検
査
な
ど
は
す
べ
て
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
税さ

い

田た

）

☎（
43
）１
２
１
２

の
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６（
３
７
２
）１
１
５
１

手作り雑貨＆ Cafe はちや
山鹿市下町（豊前街道沿い）

問☎ 090(5747)5136（小川）

▶�日本遺産資料と菊池川流域活動の報告展
　「菊池川の恵みを未来にむすぶ」�
　期間　５月 27日㈰まで
　時間　10：00 〜 17：00（金・土・日曜日のみ）

◦
期
限　

５
月
末
ま
で

◦
場
所　

鹿
校
通
公
園

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
藤
瀬
）

☎
０
９
０（
８
８
３
７
）９
０
０
６

よ
る
相
談
、
専
門
員
に
よ
る
医
療

福
祉
相
談
な
ど
。

◦
問
い
合
わ
せ
先　
（
松
永
）

☎（
43
）６
６
１
１
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市　民　文　芸

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

阿
蘇
野
原
芽
吹
く
大
地
に
煙
る
雨　
　
　
　

丸
山　

澄
子

手
土
産
の
地
酒
を
抱
え
乗
初
す　
　
　
　
　

森
川　

秋
子

ぶ
ら
り
来
て
阿
蘇
の
野
焼
き
に
出
合
い
け
り　

福
島　

好
美

タ
ッ
プ
俳
句
会
　

山
口
信
博
選

雛
段
の
古
き
に
思
う
孫
の
歳　
　
　
　
　
　

原
口　

弓
子

桜
餅
形
ち
が
え
て
味
う
ま
み　
　
　
　
　
　

池
田　

亜
美

ト
ラ
ッ
ク
の
暗
闇
の
下
猫
の
恋　
　
　
　
　

尾
田　

大
空

山
鹿
俳
句
会
　
三
月
例
会

利
光
釈
郎
選

卒
業
や
こ
れ
で
子
供
の
お
ら
ぬ
村　
　
　
　

松
下　

圭
士

春
浅
し
岩
陰
に
闇
残
り
け
り　
　
　
　
　
　

中
原　

英
明

見
は
る
か
す
山
並
は
る
か
春
霞　
　
　
　
　

吉
田　

康
史

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句
　
二
月
例
会

互
選
句

免
許
証　

更
新
し
ゅ
う
か
あ
き
ら
み
ゅ
か

宮
園
須
眞
子

あ
っ
と
言
う
間
に　

な
ご
し
て
短
き
ゃ
人
生
は

中
島　

絢
子

あ
っ
と
言
う
間
に　

洗
濯
物
の
し
ゃ
ち
こ
ば
る

中
川　

正
子

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
三
月
例
会

長
瀬
狂
介
選

板
挟
み　

ど
っ
ち
の
恩
も
濃
い
過
ぎ
る

藤
本　

白
扇

新
顔　

師
匠
も
惚
れ
た
目
の
光

新
谷　

不
動

生
き
甲
斐　

食
べ
て
唄
っ
て
お
し
ゃ
れ
し
て

稗
田　
　

恵

年
か
な
ァ　

鏡
の
中
に
居
る
親
父荒

木
又
衛
門

知
ら
ん
ふ
り　

そ
る
が
礼
儀
の
時
も
あ
る

川
上　

火
男

黒
田
如
水
選

年
か
な
ァ　

断
捨
離
せ
な
ん
し
た
く
な
い

森
川
し
を
る

知
ら
ん
ふ
り　

所
次
第
じ
ゃ
己
む
を
得
ん

竹
下　

賀
松

新
顔　

態
度
か
ら
し
て
天
下
り

佐
々
木
二
世

板
挟
み　

義
理
と
人
情
ど
っ
ち
取
る

森
川　
　

秋

生
き
甲
斐　

野
菜
作
っ
て
直
売
所宮

川　

幸
代

鹿
本
短
歌
会
　
三
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

星
々
の
鼓
動
感
じ
て
見
上
げ
れ
ば
愛
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
る
夜
空　
　
　

松
尾　

光
浩

時
雨
き
て
ふ
く
ら
む
椿
一
輪
の
く
れ
な
ゐ
冴
え
て
庭
を
彩
る　
　
　
　
　

出
井
セ
キ
子

友
よ
り
の
包
み
ひ
ら
け
ば
桜
餅
頭
さ
げ
つ
つ
ケ
イ
タ
イ
握
る　
　
　
　
　

平
野　

和
子

石
人
短
歌
会
　
三
月
例
会

富
田
豊
子
選

銀
盤
を
滑
る
陰お

ん

陽み
ょ
う

師じ

か
ろ
や
か
に
氷
の
神
を
味
方
に
つ
け
て　
　
　
　
　

田
代　

春
美

門
の
辺
の
白
梅
は
ら
は
ら
風
に
散
り
地
面
に
花
の
絨
毯
光
る　
　
　
　
　

三
森　

京
子

思
ひ
が
け
ず
九
十
七
歳
の
誕
生
日　

桜
の
花
の
満
開
に
会
ふ　
　
　
　
　

松
岡
み
ち
え

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会

一
息
に
芽
吹
き
お
へ
た
る
里
山
よ
ま
ぶ
し
か
り
け
り
四
月
の
光
り　
　
　

横
尾　

ト
シ

真
白
な
る
水
仙
居
並
び
咲
け
る
中
赤
き
は
こ
ん
も
り
木ぼ

瓜け

の
花
な
り　
　

鶴
田　

美
昭

散
歩
路
は
農
道
が
好
き
藪
つ
ば
き
に
注
目
さ
れ
つ
つ
体
操
を
す
る　
　
　

鹿
子
木
泰
子

鹿
北
短
歌
会

子
が
く
れ
し
鉢
の
紅
梅
開
き
初
む
傘さ

ん

寿じ
ゅ

祝
い
の
小
さ
き
老
木　
　
　
　
　

貞
熊
喜
美
子

き
さ
ら
ぎ
の
雪
の
振
る
日
に
逝
き
し
子
の
い
く
と
せ
経
て
も
断
て
ぬ
ま
ぼ
ろ
し　

弓
掛
む
つ
子

露
天
風
呂
冷
た
き
風
を
顔
に
浴
び
湧
き
て
去
り
ゆ
く
雲
を
眺
む
る　
　
　

島
北　

鎌
岳

菊
鹿
短
歌
会
　
三
月
詠
草

山
茶
花
は
凍
て
つ
く
庭
に
明
る
く
て
散
る
花
び
ら
も
紅
は
薄
れ
ず　
　
　

富
田　

龍
子

黒
き
座
に
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
集
ひ
を
り
水
溜
り
に
は
つ
め
た
き
し
ぐ
れ　

片
山　

陽
子

麦
の
み
ど
り
き
わ
立
つ
畑
に
小
雪
舞
う
村
の
日
暮
れ
は
し
ん
し
ん
と
し
て　

渕
上
ヨ
シ
子

鹿
央
短
歌
会
　
三
月
作
品

気
が
つ
け
ば
何
時
の
間
に
や
ら
春
が
来
て
福
寿
草
の
黄
色
が
目
立
つ　
　

江
藤
美
知
子

三
人
の
曽ひ

孫ま
ご

帰
れ
ば
賑
は
ひ
て
椅
子
持
て
水
屋
探
し
始
ま
る　
　
　
　
　

立
山　

〆
子

咲
き
満
ち
る
真
黄
色
な
る
蝋
梅
に
思
は
ず
見
惚
れ
し
ば
し
見
上
ぐ
る　
　

木
下
志
摩
子

三
岳
短
歌
会
　
三
月
例
会

軒
先
に
雪
消
の
雫
ふ
く
ら
み
て
人
の
及
ば
ぬ
輝
き
も
て
り　
　
　
　
　
　

有
働　

恵
子

読
み
直
し
し
て
も
わ
か
ら
ぬ
本
を
閉
づ
指
先
冷
え
て
窓
に
夕ゆ

う

光か
げ　
　
　
　

巣
山
志
津
子

も
く
れ
ん
の
つ
ぼ
み
に
け
さ
は
雪
積
み
て
雪
の
白
さ
に
ふ
く
ら
み
て
を
り　
田
中
美
千
代



新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

17　2018.5　広報やまが

定年退職後、同世代の男たちと魚を釣
り、小屋を作って酒を飲む。夕暮れに
古い記憶が訪れ…。医師として生死を
誠実に見守り続けた著者にしか描き得
ぬ、充実の作品集。

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・子ども上映会「ぴったんこ！ねこざかな⑶」
　▷５月５日㈷午後２時 40 分から（35 分）
山鹿市民交流センター中会議室１
・こもれび　こどもまつり上映会
　「しまじろうのわぉ !!ともだちだいすき傑作選」
　▷５月６日㈰午後２時から（60 分）
・図書館 de シネマ
　「私の頭の中の消しゴム」▷５月27日㈰午後２時から（120分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷５月５日㈷・12日㈯・19日㈯・26日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷５月１日㈫・８日㈫・15日㈫・22日㈫・29日㈫
＊童話発表会に関する展示コーナー「語ってみませんか」
＊企業誘致推進室より「㈱山鹿釣具」のご紹介！
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷５月５日㈷・12日㈯・19日㈯・26日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷５月３日㈷・10日㈭・17日㈭・24日㈭・31日㈭
＊�「かたろうよ！はなそうよ！」童話発表会におススメの本をご紹介。
＊�「憲法を考える～5/3は憲法記念日」【青春コーナー】で展示中!!

休
館
日

ひだまり図書館
５月７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪
こもれび図書館　※２日㈬は開館します。
５月９日㈬・16日㈬・23日㈬・30日㈬

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

過疎化や高齢化、小中学校統廃合、路
線バス廃止、鳥獣害、耕作放棄地や放
置竹林へのごみの不法投棄…。さまざ
まな困りごとに直面した地域の住民
が、その解決のための活動から、地域
運営組織を立ち上げた実践例などを紹
介する。

『むらの困りごと解決隊』
農山漁村文化協会編 /著　農山漁村文化協会 /出版

『小屋を燃す』
南木佳士 /著　文藝春秋 /出版

【ひだまり】
【こもれび】

春夏秋冬の里山の風景、生き物、風、
色形を、工藤直子の楽しい言葉と、今
森光彦の美しい写真で紹介。里山を「さ
とやまさん」と擬人化し、人に親しい
存在として語り掛けます。

『さとやまさん』
今森光彦/写真　工藤直子/文　アリス館/出版

空き家バンク登録物件
山鹿に移住を希望するたくさんの人が、市内の空き家を探しています。
空き家になった住宅を有効活用しませんか？
平成 29 年度は、空き家バンクを通じて６世帯が入居しました！

●次に該当する物件は除きます。
　●　営利を目的とした物件（アパート・借家・分譲住宅）
　●　宅建業者が仲介を行っている物件
　●　老朽化、破損などが著しく、大規模な修繕が必要な物件
　●　市町村民税滞納者が所有している物件
　●　暴力団員および、それらと密接な関係を有している者が所有する物件

【問い合わせ・移住定住相談窓口】地域生活課　☎（43）1114大募集

山鹿市　空き家バンク 検索

山鹿市内にある空き家で、土地と建物を不動産登記してある物件登録条件
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身
に
覚
え
の
な
い
料
金
請
求
の
は
が
き
が
届

き
、
連
絡
し
た
ら
示
談
金
を
請
求
さ
れ
た
！

【
事
例
】

●　

�「
総
合
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
」
と

い
う
は
が
き
が
届
い
た
。
訴
訟
や
差
し
押
さ
え
と

書
か
れ
て
い
た
の
で
怖
く
な
り
、
記
載
の
電
話

番
号
に
連
絡
す
る
と
「
あ
な
た
は
購
入
代
金
を
支

払
っ
て
い
な
い
た
め
、
企
業
か
ら
訴
え
ら
れ
て
い

る
。
弁
護
士
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
取
り
下
げ
が
間

に
合
わ
な
い
の
で
、
示
談
金
と
し
て
10
万
円
を
コ

ン
ビ
ニ
で
支
払
う
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。
身
に

覚
え
が
な
い
の
に
、
支
払
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　�

行
政
機
関
を
装
っ
た
「
未
納
料
金
の
最
終
告
知
」

な
ど
と
書
か
れ
た
は
が
き
に
よ
る
、
架
空
請
求
が

続
い
て
い
ま
す
。
文
面
に「
訴
訟
を
起
こ
す
」「
差

し
押
さ
え
」
な
ど
と
法
律
用
語
を
使
っ
て
不
安
を

あ
お
り
、
電
話
を
か
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
連
絡
を
す
る
と
お
金
を
要
求
さ
れ
た
り
、
電

話
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

●
　�

こ
の
よ
う
な
は
が
き
が
届
い
て
も
、
決
し
て
連
絡

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

※�

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）０
１
８
８

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

地域おこし協力隊通信 問地域生活課 ☎（43）1114地域おこし協力隊通信

ゆ
ら
り
鹿
北
町

暮ら
し

イベ
ント

　嗚
呼
、甘
露
煮
だ
け
を
食
べ
て
「
知
っ

て
い
る
」
つ
も
り
で
い
た
自
分
が
恥
ず

か
し
い
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
も
ち
ろ
ん
、

カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
も
豊
富
だ
な
ん
て
。

風
邪
の
予
防
だ
け
で
な
く
喉
へ
の
効
能

な
ど
、
古
く
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
き

た
薬
効
も
納
得
で
す
。

　先
日
、
熊
本
県
内
最
大
の
キ
ン
カ
ン

（
金
柑
）産
地
鹿
央
町
に
て
、初
め
て「
生

食
」
を
体
験
。
キ
ン
カ
ン
っ
て
、
ひ
と

く
ち
サ
イ
ズ
か
ら
甘
味
・
酸
味
が
は
じ

け
る
、
こ
ん
な
に
お
い
し
い
果
物
だ
っ

た
の
で
す
ね
。

　キ
ン
カ
ン
は
、
生
薬
名
で
は
「
金
橘
」

と
い
う
ら
し
く
、
ど
ち
ら
に
し
て
も

「
金
」
の
文
字
が
入
る
、
何
と
も
縁
起

の
い
い
名
前
。
ぜ
ひ
２
年
後
の
東
京
五

輪
を
目
指
す
選
手
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

食
し
た
い
も
の
で
す
。さ
あ
、頑
張
ろ
う
、

山
鹿
＆
日
本
!!!

　
　
　
　
　
　

 （
河
野
）

　
  

　
　

 
山
鹿
発 

食
卓
行
き

熟
れ
し
〜
話

食と
農

　今
回
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
利

用
し
て
菊
鹿
町
に
移
住
し
た
、
堤
大
介

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　「昨
年
の
６
月
に
夫
婦
で
菊
鹿
町
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
出
身
は
大
津

町
な
の
で
す
が
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
古

い
家
を
自
分
で
改
装
し
て
生
活
し
た
い

と
い
う
夢
が
あ
り
、
何
年
か
に
わ
た
り

家
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に

山
鹿
の
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て

い
る
今
の
家
を
見
つ
け
、
一
目
で
気
に

入
り
購
入
を
決
め
ま
し
た
。
風
呂
を
五

右
衛
門
風
呂
に
作
り
直
し
た
り
、
吹
き

抜
け
の
家
に
す
る
た
め
天
井
を
抜
い
た

り
と
、
今
も
好
き
な
よ
う
に
自
分
の
手

で
改
装
中
で
す
。
時
間
は
か
か
り
ま
す

が
、
そ
れ
を
含
め
て
楽
し
み
と
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
仕
事
は
鹿
本
町
来
民
に

あ
る
栗
川
商
店
で
う
ち
わ
職
人
に
な
る

た
め
修
行
中
で
す
」
　
　
　

  

　

 （
田
河
）

　 や
ま
が
び
と

移住
定住

　３
月
24
日
、
岳
間
地
域
で
は
毎
年
恒

例
の
「
岳
間
渓
谷
ぐ
る
っ
と
ウ
ォ
ー
ク
」

が
開
催
。
11
回
目
と
な
る
こ
と
し
の
参

加
人
数
は
４
０
０
人
以
上
と
、
多
く
の

人
々
で
大
変
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
お
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
山
や
野
の
緑
は
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
く
よ
う
に
風
に
揺
れ
ま
す
。

澄
ん
だ
空
気
も
爽
や
か
で
、
ま
さ
に
お

散
歩
日
和
で
し
た
。

　コ
ー
ス
の
途
中
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
よ
る
郷
土
料
理
の
振
る
舞
い
や
名

産
品
「
岳
間
茶
」
の
試
飲
が
あ
り
、
岳

間
の
幸
を
ぎ
ゅ
っ
と
体
感
で
き
ま
す
。

ゴ
ー
ル
で
は
昼
食
に
豚
汁
と
お
に
ぎ
り

が
振
る
舞
わ
れ
、
お
土
産
に
は
岳
間
の

名
産
品
詰
め
合
わ
せ
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
は
と
て
も
満
足
そ
う
で
し
た
。
岳
間

の
良
さ
が
詰
ま
っ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
ま
さ
に
岳
間
の
魅
力
そ
の
も
の
。

来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
戸
村
）

　

う
あ
　あ

ご

え

も
ん

だ
い
す
け

き
ん
き
つ

各所においしいものが！

景色も圧
巻 !! 感動

の嵐 !!

移住者インタビュー



問環境課  ☎(43)7211

環境だより環境だより

　
　
バ
ン
ビ
通
信
　

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）１
１
９
４
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住
宅
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を

防
ぐ
た
め
に
、
全
住
宅
に
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」。
古
く
な
る
と
電

子
部
品
や
電
池
切
れ
な
ど
が
原
因

で
、
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。
警

報
器
は
、
10
年
を
目
安
に
交
換
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
取
り
替
え
の
際
は
、
連

動
型
の
警
報
器
を
お
勧
め
し
て
い

ま
す
。
連
動
型
は
火
災
を
感
知
す

る
と
、
他
の
場
所
に
設
置
し
て
あ

る
警
報
器
も
連
動
し
て
警
報
を
発

す
る
た
め
、
離
れ
た
場
所
で
も
い

ち
早
く
気
付
く
こ
と
が
で
き
、
火

災
の
早
期
発
見
や
、
逃
げ
遅
れ
を

防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

設
置
後
は
定
期
的
（
半
年
に
１

回
程
度
）
に
点
検
を
し
て
、
正
常

に
作
動
す
る
か
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

※�

設
置
時
期
を
調
べ
る
に
は
、
警

報
器
を
設
置
し
た
と
き
に
記
入

し
た
「
設
置
年
月
」
ま
た
は
、

本
体
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
製

造
年
」を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

交
換
し
た
警
報
器
は
条
例
に
基

づ
い
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

わ
が
家
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
、

い
ま
す
ぐ
チ
ェ
ッ
ク
！

連動型住宅用火災警報器イメージ

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に

連
動
型
を
お
勧
め
し
ま
す
！

特
定
外
来
種
の

「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」
を

駆
除
し
ま
し
ょ
う

法
律
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
日
本
の
生
態
系
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
植
物
と
し
て
、
外
来

生
物
法
に
よ
る
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
、

栽
培
、
運
搬
、
販
売
、
野
外
に
放
つ
こ
と
な
ど
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
特
徴

　

●� 　
高
さ
は
30
～
70
㎝
、
開
花
期
は
５
～
７
月

　

●
　�

葉
の
形
が
特
徴
的
で
、
４
月
の
成
長
初
期
は
、
靴

べ
ら
型

　

●
　�

５
月
は
楕だ

円え
ん

形け
い

の
小
葉
が
５
枚
程
度
、
複
葉
は
茎

か
ら
対た

い

生せ
い

に
生
え
、
葉
の
両
面
に
は
荒
い
毛
が
生

え
て
い
ま
す
。

●
紛
ら
わ
し
い
花

　

●
　�

キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
…
葉
の
形
が
ヨ
モ
ギ
の
よ
う

　

●
　��

ホ
ソ
バ
ハ
ル
シ
ャ
ギ
ク
…
花
は
同
じ
だ
が
、
葉
が

細
い

駆
除
の
方
法

　

庭
な
ど
に
生
え
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
ら
駆
除
し

ま
し
ょ
う
。
処
理
す
る
と
き
は
、
根
か
ら
引
き
抜
い

た
も
の
を
２
〜
３
日
天
日
に
さ
ら
し
て
枯こ

死し

さ
せ
た

後
で
「
燃
や
す
ご
み
」
と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

場
所
に
よ
っ
て
は
、
除
草
剤
に
よ
る
駆
除
も
効
果

的
で
す
。
広
げ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
種
子
を
付

け
る
前
に
駆
除
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

オオキンケイギクが群生している様子。在来種の生育場所を奪います



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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　山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　　　　鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194
　菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　　　　鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029
　鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　　　　ファミリー・サポートセンター☎ (44)8800

　０歳から１８歳未満のお子さんに関す
ること、自分自身のこと、お困りのとき
はどうぞご相談ください。
※秘密は固く守られます。

●一人で悩んでいませんか？

子どもたちの目はきらきら輝き、遊びに夢中になっていますか？　今回は児童館の施設を紹介します。

　子どもの病気が回復してきたけれ
ど登園・登校させるには…！
　そんなとき、保護者も子どもも安
心して過ごせるように、子育てを応
援します。

子ども総合相談窓口

子どもに夢を 子育てにぬくもりを

 石 1085-1
㈪〜㈯
9:00 〜 17:00
(43)1128

 山鹿 1084-1
㈪〜㈯
9:00 〜 17:00
(44)0057

 鹿本町来民1536-1
㈪〜㈯
9:00 〜 17:00
(46)4455

 川端町 402
㈪〜㈯
8:00 〜 18:00
(43)1281

 藤井 126
㈪〜㈯
9:00 〜 17:00
(46)4441

 小坂 2238
㈪〜㈯
9:00 〜 17:00
(43)1155

鹿本中の伝統「礎を磨き　雄飛す」鹿本中学校

　学校創立以来『礎（いしずえ）を磨き　雄飛（ゆうひ）す』
の校訓のもと、先輩方が築いてこられた素晴らしい伝統を
引き継ぎ、さらに発展させていこうと生徒一人一人が鹿本
中生としての誇りを持って生活しています。「礎」とは、１には、
人間一人一人の個性であり、２には、人間の成長をつか
さどる知・徳・体の基礎能力であり、３には、旧鹿本中学
校の素晴らしい伝統を表し「磨」とは、孔子の詩経の一節
「切如、磋如、琢如、磨如」から生まれたことわざ「切

せっ

磋
さ

琢
たく

磨
ま

」の中の一文字。仲間同士がお互いに助け合い、励
まし合い、上の３つの礎を日々の努力によって磨き上げるこ
とを目指しています。「雄飛」とは、勇ましく盛んに活躍する
という意味であり、志を高く持ち、郷土鹿本に、日本全土に、
広く世界に、遠く宇宙に貢献してほしいという先代からの強
い願いが込められています。
　この意思を受け継ぎ、さらに発展する鹿本中を目指し、
昨年度より「コミュニティ・スクール（学校運営協議会を置く
学校）」の指定を受けました。地域でどのような子どもを育て
ていくのかという目標やビジョンを学校・保護者・地域住民
が共有し、地域と一体となって子どもたちを育む「地域とと
もにある学校」づくりを推進しています。

　地域が持っている教育力（優れた人的・物的資源）を
学校の教育活動に生かし、学校の持っている人的・物的
資源を地域に返していく相互利益の関係を目指していきま
す。学校、地域が互いに強く連携・協働し「活力のある鹿
本中」「活力のある鹿本町」を創り上げていこうとしています。
　最後になりますが、教育愛に燃える教師集団のもと、活
力に満ちた学校を創り、何事にも目的意識を持って挑戦し
続ける生徒の育成を目指して頑張っていきます。今後ともよ
ろしくお願い申し上げます。

◦鹿本中学校データ◦　島木浩次校長　児童数 218人

第一児童館 中央児童センター 病後児保育室「あすなろ」

児童センター 鹿本児童館

つどいの広場
（おさか童夢）

　 山鹿市山鹿 1026-3（地域振興局 1 階）
　 ㈪〜㈮ 9:00 〜17:00
　 (41)5878
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家庭的な楽しい保育園
向坂保育園☎ (43)1245

これからもずっと友達
山鹿幼稚園☎ (43)1154

　向坂保育園では、生後２カ月から就学前までのお子
さんを預かっていますが、保育園というよりは「和や

かな大家族」のようです。園
ではそれぞれの年齢に応じた
保育を行っており、卒園する
頃には「いろは」に「ドレミ」
に「１、２、３」は、しっか
りと身に付いており、その他
の知識や能力についても力を
付けています。
　今、子どもたちは読書に親
しんでいます。音読はとても
素晴らしく、大きな声ではっ
きりと本を読んでいます。

　また、生活の中では数に親しみ、遊びながら計算も
取り入れており、数に対する力も身に付いているよう
です。
　年間を通してのさまざまな行事も楽しんでいます
が、特に年長・年中・年少児が年度末に行う１泊２日
の修学旅行が、より深い思い出となっているようです。
　子どもたちが卒園してからも、いつまでも園とつな
がっている保育園です。

お別れ遠足

勉強だ〜いすき

　一人一人が輝く　小中一貫教育の充実を目指して鹿北小学校

　平成 25 年４月に開校した鹿北小学校は、今年度で
６年目を迎えました。
　さて、鹿北小・中学校は、国立教育政策研究所より
平成 28 年度から２カ年にわたり指定を受け、より良
い小中連携のあり方について、研究に取り組んできま
した。
　その実績を踏まえ、今年度から小中一貫校のモデル
校として山鹿市教育委員会から新たに研究指定を受け

たところです。
　今年度は、９年間の連
続した学びを実現するた
めに、１時間の共通した
授業の流れをどの教科に
おいても定着させます。
そして、基礎基本の確実
な定着を図るため、ユニ

バーサルデザインの視点を基に、小中合同で授業研究
会を実施し、職員の指導力向上と授業改善を図ります。
　また、今年度の新たな取り組みとして、子どもたち

の多様な成長に対応する
ため、算数、理科、社会、
体育などで職員の専門性
を生かし、教科担任制を
導入しました。
　その他にも、より絆を
深める仲間づくりのため
に、話し合い活動の充実
を図ります。
　さらに、鹿北の将来を担うためのリーダーを育成す
るために、異学年の交流をさらに深めていきます。

　今後の研究実践が、山
鹿市内のモデルとなるよ
う、職員一同はりきって
いるところです。

　小学校に少しでも期待や、安心感を持って入学でき
るように、山鹿保育園との交流を行っています。
　お互いの園を行き来し、リレーや綱引きを競い合っ

たり、一緒にお弁当を食べた
りしました。また、幼稚園の
子どもたちは、保育園で給食
体験をさせてもらい、就学前
の貴重な経験をすることがで
きました。
　体験入学のときでも「◯◯
ちゃんと会ったよ」「また、遊
びたい」と幼稚園以外にもた
くさんの友達ができたことを
喜んだり、双方の保護者から
は「この交流をこれからも続

けてほしい」という声が聞か
れたりしました。
　これからも、同じ山鹿の子
どもたちの『和』が広がるよ
うにたくさんの出会いを大切
にし、交流をしていきたいと
思います。

◦鹿北小学校データ◦　下津光雄校長　児童数116人

研究発表会授業風景

なかよし駅伝大会

交流給食

給食体験

一緒にあそびました

一年生がんばるぞ！
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５健康カレンダー
月

◦�乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦�母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）、過去の妊娠・
出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記 …【山健福】山鹿健康福祉センター　 【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５
１歳６カ月児健診
28年９月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

６ ７ ８ ９ 10 11 12
３〜４カ月児健診
30年１月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
29年９月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

13 14 15 16 17 18 19
３〜４カ月児健診
30年１月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
29年６月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
29年６月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
27年１月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】
20 21 22 23 24 25 26

７〜８カ月児健診
29年９月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
28年９月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
27年１月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

27 28 29 30 31

●●●

　世界保健機構（ＷＨＯ）は、たばこを吸わないことが社
会習慣となることを目指し、世界禁煙デーを定めました。
　喫煙は、肺がんのほか、口

こうくう

腔、咽
いんとう

頭、食道、胃、ぼうこ
うなどのがんや、妊娠に関連した異常（流産・早産・低体
重児の出生）などとの関連が指摘されています。
　周囲の非喫煙者も喫煙者のたばこの煙を吸うこと（受動
喫煙）によって、がんなどの危険性が高くなります。
　たばこの煙には約 200 種類の有害物質が含まれていま
す。たばこをやめられないのは、たばこに含まれる ｢ニコ
チン｣ の持つ強い依存性が原因です。喫煙習慣は ｢ニコチ
ン依存症｣ といわれ意思の力だけでは禁煙が難しく、治療
が必要な病気とされています。
　喫煙している人は、禁煙について一度考えてみませんか。

５月 31 日は世界禁煙デーです
〜禁煙について一度考えてみませんか〜 献血にご協力ください

【献血日】５月 11 日㈮
◦ひだまり駐車場
　受付時間　  9：30 〜11：30
　　　　　　12：30 〜15：30

【献血日】５月 28 日㈪
◦鹿央市民センター
　受付時間　 9：30 〜12：15
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　予防接種には接種対象年齢と決められた接種間隔が
あります。母子健康手帳を確認し、決められた接種間
隔を守り、お子さんの体調が良い時に接種しましょう。
　分からないことは、健康増進課にお問い合わせくださ
い。予防接種の情報は、市ホームページにも掲載してい
ます。

【子どもの予防接種（定期予防接種）の種類】
ヒブワクチン、小児用肺

はい

炎
え ん

球
きゅう

菌
き ん

ワクチン、B型肝炎、
四種混合（ジフテリア・破

は

傷
しょう

風
ふ う

・百
ひゃく

日
に ち

咳
ぜ き

・不活化ポリオ）、
ＢＣＧ、ＭＲ（麻しん・風しん）、水ぼうそう、不活化
ポリオ、三種混合（ジフテリア・破傷風・百日咳）、日
本脳炎、二種混合（ジフテリア・破傷風）、子宮頸

けい

がん
予防ワクチン

【接種方法】
◦�予防接種は全て医療機関で受けてください。
◦�予防接種を実施していない医療機関もありますので、
事前にご確認ください。また、接種をするときは事
前に医療機関へ予約をしてください。

【接種対象年齢と接種間隔】
◦�麻しん◦風しん（ＭＲ）
　１期対象者：１歳から２歳の誕生日の前日まで
　�２期対象者：�平成 24年４月２日～
　　　　　　　平成25年４月１日生まれの人
　（２期の接種期間は平成31年３月 31日㈰まで）
◦�二種混合（ジフテリア・破傷風）
　対象者：小学６年生（13歳の誕生日の前日まで）
◦�日本脳炎
①標準的な接種スケジュール
（平成21年 10月２日以降生まれ）

お子さんの定期予防接種を受けましょう
・１期初回：６～28日の間隔を置いて２回接種（３歳）
・１期追加：�標準的には１期初回終了後、おおむね１年

の間隔を置いて１回接種（４歳）
・２期：１回接種（９歳〜13歳未満）
※�１期の定期予防接種（３歳・４歳で接種する計３回）
は７歳６カ月の前日までが対象です。接種を希望す
る人は、対象期間内に接種してください。
②特例対象者
（�平成 10年４月２日～平成19年４月１日生まれ）
　�積極的勧奨が差し控えられていた時期があったため、
未接種の可能性があります。対象年齢は 20歳誕生
日前日となっていますので、母子健康手帳を確認し
て接種してください。

□　必ず母子健康手帳で接種状況を確認しましょう。
□　子どもの体調は良いですか。
□　�希望する予防接種について説明書を読みました

か。

□　母子健康手帳と問診票、保険証は持ちましたか。
□�　�日頃の健康状態をよく知っている保護者が同伴

しましょう。

□�　�風しん・水ぼうそう・おたふくかぜなどにかかっ
た場合は治癒後２～４週間程度、麻しんにかかっ
た場合は４週間程度、その他のウイルス性疾患
（突発性発疹・手足口病・伝染性紅班など）にか
かった場合は、治癒後１～２週間程度の間隔を
置いて接種しましょう。接種する前に主治医に
ご相談ください。

予防接種に行く前にチェック！

元気の
お手伝い

Vol.109

山鹿市民
医療センター通信
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熱
中
症

　
高
齢
者
の
注
意
点

判
断
力
の
低
下
な
ど
症
状
は
さ
ま
ざ

ま
で
す
。「
な
ん
だ
か
頭
が
ボ
ー
っ
と

す
る
」
と
い
う
と
き
は
熱
中
症
の
症

状
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
休
ん

で
水
・
塩
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
症

状
が
改
善
し
な
い
と
き
や
、
飲
水
が

で
き
な
い
場
合
は
、
医
療
機
関
を
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

�

重
症
：
体
温
調
整
が
で
き
な
い
状
態

で
、
高
体
温
や
意
識
障
害
を
生
じ
ま

す
。
死
亡
率
も
高
く
危
険
な
状
態
で

す
。す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
で
は
、
高
血
圧
や
心
不
全

で
通
院
さ
れ
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
で
は
、
心
臓

の
負
担
軽
減
や
血
圧
を
下
げ
る
た
め
に

「
利
尿
剤
（
尿
量
を
増
や
す
薬
）」
で

あ
え
て
血
液
の
量
を
少
し
減
ら
す
治

療
を
受
け
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
に
は
水
分
や
塩

分
を
取
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
指
導
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
熱
中
症

を
起
こ
し
た
場
合
は
前
述
し
た
よ
う

な
対
処
法
で
「
ま
ず
は
熱
中
症
の
改

善
を
図
る
」
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

日
頃
、
ど
の
く
ら
い
の
水
分
や
塩
分

を
取
れ
ば
よ
い
か
は
、
高
血
圧
や
心
不

全
の
程
度
や
治
療
内
容
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

　

本
格
的
な
夏
を
迎
え
る
前
に
「
か

か
り
つ
け
の
先
生
」
に
確
認
を
し
て
お

く
こ
と
も
熱
中
症
の
予
防
策
の
一つ
と

い
え
ま
す
。

　

ま
だ
５
月
。
こ
ん
な
時
季
に
熱
中

症
？
と
思
わ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
と
し
は
す
で
に
夏
日
に
な
る

日
も
出
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
季

に
は
、
真
夏
の
強
い
日
射
し
で
起
き
る

熱
中
症
で
は
な
く
、
暑
さ
に
身
体
が

慣
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
知
ら
な
い
う

ち
に
脱
水
や
う
つ
熱
を
生
じ
る
熱
中
症

が
問
題
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
で
は
暑
さ
や
脱
水
を

感
じ
に
く
い
た
め
「
い
つ
の
間
に
か
体

内
に
熱
が
こ
も
り
（
う
つ
熱
）
自
覚
の

な
い
ま
ま
熱
中
症
に
な
る
」
こ
と
に
注

意
が
必
要
で
す
。
特
に「
急
に
暑
く
な
っ

た
」「
湿
度
が
高
く
な
っ
た
」
と
き
に

は
熱
中
症
の
患
者
さ
ん
が
多
数
発
生

し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
の
重
症
度
と
対
処
法

軽
症
：
こ
む
ら
返
り
や
目
ま
い
、
ふ

ら
つ
き
、
失
神
な
ど
を
生
じ
ま
す
。

涼
し
い
所
へ
移
動
し
、
水
・
塩
分
を

取
り
ま
し
ょ
う
。

�

中
等
症
：
頭
痛
や
倦け

ん

怠た
い

感
、
集
中
力
・
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３ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※３月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

およろこび
山　鹿
　山　鹿　髙野潤太朗さん♥築地　里枝さん
　米　田　星子　博紀さん♥一川　彩華さん
　八　幡　丸山　裕太さん♥松原　元子さん
　平小城　髙宗　亮輔さん♥藤本　るみさん
　大　道　堀　　太俊さん♥阿蘇品　萌さん
　　　　　髙　　優樹さん♥德永　美咲さん
　　　　　中満　勇地さん♥坂本　若菜さん
　　　　　濱田　裕史さん♥津留　一歌さん

鹿　北
　広　見　谷川　純也さん♥松村　恵美さん
菊　鹿
　六　郷　長迫　大輝さん♥堤　　晴菜さん
　城　北　益田　航平さん♥泉セシリアさん
鹿　本
　来　民　山本　　茂さん♥西川ちあきさん
　中　富　山田　将平さん♥緒方　玲華さん

う ぶ ご え
山　鹿

　山　鹿　小島　　新
あらた

さん　福山さくらさん
　　　　　平野紗

さ わ こ

和子さん　田中　咲
さ く ら

良さん
　　　　　門﨑　柊

し ゅ う

羽さん　木下　奏
そ う た

汰さん
　　　　　福島　希

の あ

明さん　小代　萌
め い

愛さん
　　　　　川内　煌

こ う せ い

誠さん　青木　夢
ゆ う と

翔さん
　　　　　山田　咲

さ く ら

良さん　麻生　　稟
り ん

さん
　米　田　船津　幸

こ う た

汰さん
　八　幡　山本　丈

じ ょ お

生さん　鹿子木陽
よ う だ い

大さん
　　　　　安永　昊

と お ま

正さん
　三　玉　牛島　　旬

しゅん

さん

　大　道　若松　侑
ゆ う が

我さん　川上　　夢
ゆ め

さん
　　　　　河野　輝

き し ょ う

晶さん　𠮷田　乙
お と

翔さん
菊　鹿

　城　北　矢野　美
み く

来さん
鹿　本

　来　民　池田　真
ま お

桜さん　永田　慈
じ く う

空さん
　　　　　池田　沙

さ き

希さん
　稲　田　丹澤　　玲

れ い

さん
鹿　央

　千　田　坂田真
ま き と

希斗さん　前野　煌
こ う き

希さん
　米野岳　村上　愛

あ い り

莉さん　中山　御
み こ と

琴さん

山　鹿
　山　鹿　田中　正文さん (77)　中嶋　眞覺さん (94)
　　　　　渡邊　郁子さん (89)　岩橋　　堅さん (62)
　　　　　竹田　　隆さん (70)　富野波磨子さん (89)
　　　　　北原　サチさん (90)　田中八千代さん (94)
　米　田　村井　征男さん (74)
　川　辺　今村武次郎さん (75)　井上チナヲさん (97)
　八　幡　近藤　貴朗さん (82)　鍋﨑　　清さん (80)
　　　　　宮本　春義さん (89)　鹿子木よし枝さん (96)
　　　　　中原　房子さん (92)
　三　岳　稗島　孝光さん (84)
　三　玉　緒方　敦雄さん (92)　井上サチ子さん (88)
　　　　　堀　千鶴子さん (93)　大塚　繁敏さん (93)
　　　　　大　　幸惠さん (64)　奥村　　将さん (49)
　　　　　木庭　典子さん (89)　木庭　勝義さん (90)
　大　道　柿本　英子さん (97)　髙森　昭三さん (82)
鹿　北
　岳　間　弓掛ヨチエさん (94)　山本　賢二さん (79)
　　　　　鬼塚　邦雄さん (87)　古田　信　さん (77)

お く や み

　岩　野　齊藤　末光さん (80)　内野　敏雄さん (88)
　　　　　河内　　豊さん (91)
　広　見　鹿瀬島カシ子さん (90)　安田　弘之さん (64)
菊　鹿
　内　田　平嶋　靖弘さん (79)　藤原タケヨさん (91)
　　　　　古家　久子さん (91)　平川　照夫さん (91)
　六　郷　下城　義昭さん (86)　栗原美栄子さん (54)
　　　　　石阪トメコさん (104)　古閑　義近さん (93)
　城　北　大　カヨ子さん (88)　宮崎　　稔さん (74)
　　　　　金光　德明さん (83)
鹿　本
　稲　田　古閑　誠幸さん (87)
　中　富　隈部　久子さん (99)　前田　利光さん (87)
　　　　　下川　德治さん (83)
鹿　央
　千　田　西村登美雄さん (87)　　野　雪光さん (88)
　米野岳　中井ハツヨさん (96)　藤壷　民子さん (88)
　山　内　松永　國友さん (84)
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山鹿市民歩こう運動
　5月は新緑の季節を迎えて、ウォーキングを始めるとてもいい時季です。
爽やかな風が吹く中で、周りの花々やきれいな緑を楽しみながら、まずは“続
けて10分歩く”ことから始めましょう。

●健康ポイント事業とは
　本市では、市民の皆さんの健康づくり習慣や運動習慣
を応援し、健康保持・健康寿命の延伸を目指しています。
　そこで、健康診断（人間ドック・がん検診）の受診や
健康に関する事業・スポーツ行事への参加、自分で決め
た運動の継続などの健康づくりに取り組み、一定以上の
ポイントをためると、抽選ですてきな記念品が当たる健
康ポイント事業を始めます。
　市民の皆さんの多くのご参加をお待ちしています。
●参加できる人　
　�山鹿市在住の19歳以上の人（平成30年４月１日現在）

●参加方法　
　�事業参加申込書を提出してください。
●申込期間　
　６月１日㈮～７月 31日㈫
●ポイントになる事業　
　今年度に実施する健診や健康に関する事業・イベント
など
●特典（記念品）
　�抽選で 300 人（１等～６等）に当たります。
　※�記念品は健康グッズを予定（体脂肪計・血圧計など）

問健康増進課　☎（43）0050

　楽しいことや好きなことをあれこれ考えたり、気の合う友達と話をしたり、
周りの景色を眺めたりしながらウォーキングを楽しんでみませんか。

　「歩くたび新たな発見！心もからだもリフレッシュ」
　「健康のはじめの一歩は歩きから」

山鹿市民歩こう運動キャッチフレーズ

ー山鹿市民の皆さんの健康づくり習慣や運動習慣を支援するための大切なお知らせー

「山鹿市健康ポイント事業」が６月にスタートします！

　詳しくは、６月に全戸配布する「健康
ポイント事業チラシ」をご覧ください。
事業参加申込書も添付しています。

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

◦�
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

◦�

納
期
限　
5
月
31
日
㈭
（
軽
自
動
車
税
の

口
座
振
替
日
は
５
月
21
日
㈪
）

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦��

夜
間
（
平
日
）　
５
月
21
日
㈪
〜
25
日
㈮
、

28
日
㈪
〜
31
日
㈭　

　

午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
５
月
27
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課 

⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎（
43
）１
１
４
４

　
４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
人
に
、
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月

初
め
に
送
っ
て
い
ま
す
。
納
期
限
の
５
月
31

日
㈭
ま
で
に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
熊
本
県
各
広
域
本
部

な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
県
北
広
域
本
部
収
税
課

☎
０
９
６
８（
25
）４
１
１
５

自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
31
日
ま
で
に
！

お 知
せら
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〉ありはら石材
〒861ｰ0535　山鹿市南島865ｰ1

44-5248御先祖様を大切に

お盆セール

総
合
石
材
商
社
認
定

安 

心 

店

TEL

78万円(税別)

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
で
減
免
さ
れ

ま
す
。
税
務
課
か
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施

行
に
伴
い
、
手
続
き
に
は
個
人
番
号
の
提
示

か
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

【
固
定
資
産
税
】

◦�

公
益
の
た
め
に
専
用
さ
れ
て
い
る
固
定
資

産
を
有
す
る
人
（
有
料
使
用
を
除
く
）

◦�

生
活
の
扶
助
受
給
者
（
要
証
明
書
）

◦�

必
要
書
類
　
納
税
通
知
書
、
印
か
ん
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）、
運
転

免
許
証
な
ど

◦�

申
請
期
限
　
５
月
31
日
㈭

【
軽
自
動
車
税
】

①
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
「
Ａ
」
の
人

②�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
等
級
が

「
１
級
」
の
人

③�

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
主
に

　
「
３
級
」
以
上
の
人

④�

戦
傷
病
者
手
帳
の
障
害
程
度
が
主
に

　
「
３
項
症
、
３
款
症
」
以
上
の
人

※�

③
身
体
障
害
者
手
帳
④
戦
傷
病
者
手
帳
に

つ
い
て
は
、
障
害
の
種
類
に
よ
り
減
免
の

対
象
と
な
る
等
級
が
異
な
り
ま
す
。

◦�

必
要
書
類

◦
昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
な
い
人

　

�

身
体
障
害
者
等
継
続
申
請
書
（
郵
送
可
）、

印
か
ん
、個
人
番
号
カ
ー
ド（
通
知
カ
ー
ド
）

◦�

昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
あ
る
人
や

初
め
て
申
請
す
る
人

　

�

各
種
障
害
者
手
帳
、
自
動
車
検
査
証
、
運

転
免
許
証
、
納
税
通
知
書
、
印
か
ん
、
個

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
は
申
請
が
必
要
で
す

お 知
せら

人
番
号
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）

◦�

申
請
期
限
　
５
月
31
日
㈭

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係
☎（
43
）１
１
２
１

　

税
務
課
市
民
税
係　
　

☎（
43
）１
１
２
０

　
　
手
話
通
訳
を
必
要
と
す
る
人
へ
、
各
種
申

請
や
手
続
き
な
ど
の
支
援
を
行
う
た
め
、
手

話
通
訳
者
を
配
置
し
ま
す
。
事
前
の
予
約
な

ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
（
手
話
通
訳
者
は
一
人
で
す
の
で
、
他

の
人
の
通
訳
を
し
て
い
る
間
は
し
ば
ら
く
お

待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※�

通
訳
者
が
各
種
申
請
や
手
続
き
な
ど
を
代

理
で
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◦�

配
置
曜
日
　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
木
曜
日
）

◦�

配
置
時
間
　
午
前
８
時
半
〜
正
午

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

◦�

配
置
場
所
　
市
役
所
１
階

問
福
祉
援
護
課　
　
　
　

☎（
43
）０
０
５
２

市
役
所
に
手
話
通
訳
者
を
配
置

し
ま
す

お 知
せら

　
　
６
月
１
日
㈮
を
調
査
日
と
し
て
、
工
業
統

計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
経

済
産
業
省
が
実
施
す
る
統
計
調
査
で
、
わ
が

国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
調
査
結
果
は
、
産
業
政
策
や
中

小
企
業
政
策
な
ど
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
対
象
は
、
市
内
の

工
業（
製
造
業
）を
営
む
全
て
の
事
業
所
で
す
。

対
象
と
な
る
事
業
所
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
１
７

平
成
30
年

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

お 知
せら

　菊池川および合志川が氾濫する可能性が高
まったときに、対象地域にいる人に国が自動で
緊急速報メールをお届けします。配信があった
ら、国土交通省「川の防災情報」を確認し具体
的な状況確認を！　開始日：5 月 1 日㈫〜

国土交通省「川の防災情報」は
右のQRコードから

※�お使いの携帯電話会社によっては配信されな
い場合があります。

問い合わせ先
�菊池川河川事務所　調査課　☎ (44)2171
防災監理課　☎ (43)1113

洪水情報を緊急速報メールで発信

対象河川 配信対象地域
 菊池川、合志川  山鹿市内全域

携帯電
話会社

国（河川管理者）
・気象庁

配信対象地域
にいる人

河川氾濫の恐れ！
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お気軽にお問い合わせください。見積無料 !! 少量OK

㈲クリーン健康社 ☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2（ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内）一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第1565号

産業廃棄物収集運搬業第04300073046号
一般廃棄物処分業山鹿市指令第1566号
産業廃棄物処分業第04320073046号

Patioさん（鹿本町御宇田345－1国道 325号線
沿い）に設置しています。どなたでもご自由に
お入れください。

古紙回収ボックス設置 !!
○自分だけでは粗大ごみを出せない…
○家、部屋を整理したいが、不用品が多すぎて
　どうしたらいいか…などなど

ごみ処理何でもお任せ !!

在庫状況はお問い合わせください。
堆肥無料で差し上げます !!

入札結果の報告（３月分）

※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む）

【訂正とおわび】各家庭に配布済みの広報やまが５月号に掲載した入札結果
の報告（３月分）には、落札額に消費税が含まれていませんでした。上記が
消費税を含む落札額です。訂正しておわびします。

問防災監理課　☎（43）1113

入札日 工事名 工事場所 落札業者 落札額（円）

３/ ６ 鹿本小学校校舎
建築工事

鹿本町御宇田
地内

㈱淺沼組
九州支店 1,414,800,000

３/ ６ 菊鹿ワイナリー
外構舗装工事

菊鹿町相良
地内 花昭建設㈱ 87,156,000

　
　
難
病
患
者
さ
ん
、
ご
家
族
、
難
病
に
関
心

の
あ
る
人
、
皆
さ
ん
で
お
話
し
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
てい
ま
す
。

◦�

日
時
　
毎
月
第
１
水
曜
日

　

午
後
２
時
〜
３
時
（
参
加
費
無
料
）

※
５
月
は
９
日
㈬
に
開
催
、
１
月
は
お
休
み

◦�

場
所
　
山
鹿
保
健
所

問
山
鹿
保
健
所
保
健
予
防
課☎（

44
）４
１
２
１

山
鹿
市
難
病
友
の
会

「
き
ず
な
の
会
茶
話
会
＆
研
修
会
」

お 知
せら

　
　
来
春
新
規
学
校
卒
業
者
を
採
用
予
定
の
企

業
を
対
象
に
、
新
卒
者
用
求
人
の
申
し
込
み

か
ら
選
考
・
採
用
・
雇
入
れ
に
至
る
諸
手
続

き
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
新
卒
者

を
雇
用
す
る
場
合
、
求
人
の
申
し
込
み
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
採
用

責
任
者
の
説
明
会
受
講
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

地
元
の
優
秀
な
人
材
確
保
の
た
め
、
多
数
の

企
業
か
ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦�

日
時
　
５
月
24
日
㈭　

午
後
２
時
〜
４
時

平
成
31
年
3
月
新
規
学
校

卒
業
者
対
象
求
人
説
明
会

お 知
せら

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し
た

ひ
な
が
地
面
に
落
ち
て
い
て
も
、
親
鳥
が
世

話
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
拾
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
県
で
は
５
月
10
日
㈭
か
ら
の

１
カ
月
間
を
指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、

違
法
捕
獲
な
ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
野
生
鳥
獣
や
鳥
類
の
卵
は
、
鳥
獣
の
保

護
お
よ
び
管
理
な
ら
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
に
よ
り
、
狩
猟
に
よ
る
捕
獲
お

よ
び
許
可
を
受
け
た
も
の
以
外
は
、
原
則
と

し
て
そ
の
捕
獲
、
殺
傷
ま
た
は
採
取
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、野
生
鳥
獣
（
メ
ジ
ロ・

ホ
オ
ジ
ロ
な
ど
）
の
愛
が
ん
飼
養
目
的
の
捕

獲
は
、
鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
す
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
許
可
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
農
林
整
備
課　
　
　
　

☎（
43
）１
５
７
１

　

県
北
広
域
本
部
鹿
本
地
域
振
興
局
林
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
44
）２
１
３
５

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
お
よ
び

指
導
取
締
強
化
月
間

お 知
せら

　
（
午
後
１
時
半
〜
受
け
付
け
開
始
）

◦�

場
所
　
菊
池
市
総
合
体
育
館

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
６

　
　

県
で
は
４
月
〜
５
月
に
か
け
て
不
正
大

麻
・
ケ
シ
撲
滅
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大

麻
の
栽
培
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
日
本
全
国
で
不
正
栽
培
に
よ
り
検
挙
さ

れ
る
事
例
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ケ

シ
の
仲
間
は
色
鮮
や
か
で
美
し
い
花
を
咲
か

せ
る
も
の
が
多
く
、
観
賞
用
と
し
て
人
気
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
中
に
は
麻
薬
の

原
料
に
な
る
も
の
も
あ
り
、
法
律
で
栽
培
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
鑑
賞
目
的
で
あ
っ
て
も
、
庭
な
ど
で
栽

培
し
て
い
る
場
合
は
「
不
正
栽
培
」
に
あ
た

り
ま
す
。
大
麻
や
植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ

を
発
見
し
た
場
合
は
、
山
鹿
保
健
所
ま
で
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
運
動
の
内
容
や
、

大
麻
・
ケ
シ
の
見
分
け
方
に
つ
い
て
は
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
山
鹿
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
（
44
）
４
１
２
１

不
正
大
麻
・
ケ
シ
撲
滅
運
動

お 知
せら

ケシ（八重咲き）

アツミゲシ
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㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

　
「
憲
法
週
間
（
５
月
１
日
〜
７
日
）」
行
事

の
一
環
と
し
て
、
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
５
月
14
日
㈪

　

�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
２
時
半
ま
で
受

け
付
け
）

◦�

場
所
　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支

部
（
山
鹿
２
８
０
番
地
）

◦�

相
談
内
容
　
民
事
・
刑
事
の
法
律
問
題
、

破
産
問
題
、
離
婚
・
相
続
な
ど
の
問
題
、

登
記
、
人
権
問
題
な
ど

◦�

相
談
担
当
　
弁
護
士
、
民
事
・
家
事
調
停

無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

相 談

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
に
、
本
人
の
希

望
と
能
力
に
応
じ
た
仕
事
を
紹
介
し
ま
す
。

◦�

相
談
日
　
月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
と
年

末
年
始
は
休
み
）

◦�

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◦�

場
所
　
鹿
本
地
域
振
興
局
１
階

問�

高
齢
者
無
料
職
業
相
談
所
鹿
本
相
談
所

☎（
43
）６
５
４
２

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

相 談
　

行
政
に
関
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦�

日
時
　
５
月
25
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所
　
市
役
所
４
階
４
０
１
会
議
室

◦�

相
談
員
　
行
政
評
価
事
務
所
職
員

　
　
　
　
　

行
政
相
談
委
員

【
行
政
相
談
委
員
】（
敬
称
略
）

山
鹿
地
区　

島
田　

裕ひ
ろ

子こ

☎（
44
）５
５
１
９

鹿
北
地
区　

北
原
真ま

る

み

留
美
☎（
32
）３
６
０
４

菊
鹿
地
区　

德
丸　
　

章あ
き
ら

☎（
48
）２
０
１
４

鹿
本
地
区　

森
本　

弘ひ
ろ

毅き

☎（
46
）２
６
８
２

鹿
央
地
区　

前
田　

泰や
す
ひ
で秀

☎（
36
）３
５
４
１

問
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
日
で
す
。特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
、

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
６
月
１
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦�

場
所
　

　

��

山
鹿
地
区　

山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

鹿
北
地
区　

鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　

菊
鹿
地
区　

菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー

　

鹿
本
地
区　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　

鹿
央
地
区　

鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

◦�

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

問�

法
務
局
山
鹿
支
局　
　

☎（
44
）２
４
１
１

　

人
権
啓
発
課　
　
　
　

☎（
43
）１
１
９
９

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所

相 談

相 談

　
　
４
月
か
ら
女
性
総
合
相
談
室
は
「
男
女
共

同
参
画
相
談
室
ら
い
ふ
」
に
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
移
転
に
伴
い
住
所
、
電
話
番
号
、
受

け
付
け
日
時
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
性
別
に

と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
生
き
方
と
人
権
を
尊

重
し
た
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
、
人
生
の
岐

路
に
あ
る
人
、生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
、

人
間
関
係
や
暴
力
行
為
に
悩
ん
で
い
る
人
な

ど
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
利

用
は
無
料
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
所
在
地
】

　

�

県
庁
新
館
４
階　

男
女
参
画
・
協
働
推
進

課
内
（
土
曜
日
の
み
テ
ト
リ
ア
く
ま
も
と

９
階
県
民
交
流
館
内
）

【
受
付
時
間
】

◦�

電
話
相
談

　

�

月
・
火
・
木
〜
土
曜
日
、
午
前
９
時
半
〜

午
後
３
時
半
（
火
曜
日
は
電
話
相
談
の
み

午
後
７
時
半
ま
で
）

◦�

面
接
相
談
（
予
約
制
）

　

右
記
の
時
間
内

◦�

法
律
相
談
（
予
約
制
）

　

毎
月
第
３
土
曜
日
、
午
後
１
時
〜
３
時
15
分

◦�

休
日　
水
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

問
熊
本
県
男
女
参
画
・
協
働
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
６
６
６

土
曜
日
の
み
☎
０
９
６（
３
５
５
）２
２
２
３

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
相
談
室

ら
い
ふ

お 知
せら

委
員
、
法
務
局
職
員

問�

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

☎（
44
）５
１
４
１
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中園優子国際教育研究所 学習塾部門、英語教室部門、日本語教育部門

世界水準の講師が渾身の力で夢を叶えるお手伝いをいたします !!
新学期始まりました！英語でつまずきはありませんか。　
文系教科ならお任せ下さい。春のわくわくキャンペーン実施中。

お役に立つ情報満載。躍動する山鹿の生徒達の姿、是非ご覧ください。
電話0968-43-3958（担当：中園）

必見!

insnakazono.com

 Japanese Lessons

４月全面新リニューアルホームページ絶賛公開中 !!

　

平
成
30
年
度
補
助
申
請
の
１
次
募
集
を
行

い
ま
す
。

◦�

期
間　
５
月
15
日
㈫
～
31
日
㈭

◦�

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

　

①
山
鹿
市
に
住
ん
で
い
る
人

　

②�

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以
上

の
人

　

③�

介
護
保
険
法
の
要
支
援
か
要
介
護
の
認

定
を
受
け
て
い
る
か
、
同
程
度
の
状
態

と
認
め
ら
れ
る
人

　

④�

世
帯
の
生
計
中
心
者
の
平
成
29
年
分
所

得
に
か
か
る
所
得
税
年
税
額
が
７
万
円

以
下
の
世
帯
に
属
す
る
人

　

⑤��

原
則
と
し
て
、
当
事
業
に
よ
る
助
成
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
世
帯
に
属
す
る
人

◦�

対
象
と
な
る
工
事　
高
齢
者
が
自
宅
で
生

活
し
や
す
い
よ
う
に
住
宅
を
改
造
す
る
工
事

　

�

例
手
す
り
の
取
り
付
け
、段
差
解
消
、滑
り

防
止
お
よ
び
移
動
の
円
滑
化
な
ど
の
た
め

の
床
ま
た
は
通
路
面
の
材
料
の
変
更
、和
式

便
器
か
ら
洋
式
便
器
への
取
り
換
え
な
ど

※�

事
前
に
着
手
し
た
工
事
は
対
象
外

◦�

助
成
額　
課
税
の
状
況
や
工
事
件
数
に
応

じ
て
申
請
内
容
を
審
査
し
、
予
算
の
範
囲

内
で
助
成
し
ま
す
。

問�

長
寿
支
援
課　
　
　
　

☎（
43
）１
１
８
０

　
「
第
７
期
山
鹿
市
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成
30

住
宅
改
造
助
成
事
業
（
高
齢
者

対
象
）
１
次
募
集

平
成
30
年
度

介
護
基
盤
整
備
事
業

募 集募 集

　

９
月
〜
10
月
に
全
国
で
実

施
さ
れ
る
「
住
宅･

土
地
統

計
調
査
」
の
業
務
に
従
事
す
る
「
統
計
調
査

員
」
を
募
集
し
ま
す
。
仕
事
を
お
持
ち
の
人

「
住
宅･

土
地
統
計
調
査
」

調
査
員
を
募
集
し
ま
す

募 集
年
度
中
に
介
護
保
険
事
業
所
（
施
設
）
の
整

備
を
行
う
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

�

整
備
事
業
所
（
施
設
）

◦�

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

（
１
ヵ
所
）
高
齢
者
が
通
い
を
中
心
に
、

訪
問
や
泊
ま
り
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ

せ
、
多
機
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

事
業
所

◦�

介
護
予
防
拠
点
（
１
ヵ
所
）
高
齢
者
が
介

護
状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
運
動
や
情
報

を
得
ら
れ
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
生
活
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設

整
備
圏
域

　
市
全
域
が
対
象
で
す
が
、
現
在
当
該
施
設

が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
圏
域
を
優
先
し
て
選

定
し
ま
す
。

公
募
要
件

　

原
則
と
し
て
、
市
内
で
介
護
保
険
事
業
ま

た
は
医
療
・
福
祉
事
業
な
ど
運
営
の
実
績
・

経
験
の
あ
る
法
人
で
、
関
係
事
業
者
と
の
連

携
や
人
材
の
確
保
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
平
成
31
年
3
月
31
日
㈰
ま
で
に
工
事
完

了
で
き
る
こ
と
。

公
募
期
間

　

５
月
１
日
㈫
〜
５
月
31
日
㈭

問�

長
寿
支
援
課　
　
　
　

☎（
43
）１
１
８
０

で
も
可
能
な
業
務
内
容
で
す
。
希
望
す
る
人

は
５
月
末
日
ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
調
査
に
従
事
す
る
た
め

に
は
年
齢
な
ど
の
要
件
が
あ
る
た
め
、
簡
単

な
面
接
を
行
い
ま
す
。

◦�

期
間
　
９
月
〜
10
月
（
約
２
カ
月
）

◦�

内
容
　
対
象
調
査
区
内
の
世
帯
を
訪
問
し

調
査
票
の
配
布
、
回
収
、
点
検
な
ど
を
行

い
ま
す
。

◦�

報
酬
　
４
万
５
千
円
〜
７
万
円
程
度

　
　
　
　
（
業
務
量
に
応
じ
支
給
し
ま
す
）

問�

総
務
課
統
計
係　
　
　

☎（
43
）１
１
１
７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。
新
入
会
員
説
明
会
を

毎
月
２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
入
会
を
希

望
す
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

特
に
施
設
管
理
、
施
設
清
掃
、
農
作
業

の
会
員
さ
ん
を
募
集
し
てい
ま
す
。

◦��

説
明
会
期
日  

５
月
９
日
㈬
・
23
日
㈬

◦��

会
場　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◦�

時
間　
午
前
10
時
〜

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）１
８
５
０
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熊本県浄化槽協会・山鹿支部会員
協会会員・工事業者一覧

協会会員・維持管理、清掃業者一覧

アイビー浄水㈲
㈲岩野石油
㈲有働設備
㈾とらや商会

㈲平成美掃

㈲中村工務店
日創立花㈱
㈲フルカワ
㈲池田設備

㈲山鹿浄化槽
管理センター

44－0791 32－2180
44－3255
43－5023

32－3341
43－1239
44－5990

096－273－2398

☎32－2856
☎44－3254
☎43－3529

44－2728☎43－5547

43－7415☎43－7405

☎32－3128
☎43－4660

☎43－4550
☎43－2212

☎096－272－2319

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

FAX

５
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

５
月
16
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）

講習名 内容 講習期間 時間 会場 申込期限

介護福祉士
実務者研修

+
介護福祉士

受験対策講座

未経験者、無資格者も可能。自宅
学習に加え、20 日間のスクーリ
ングで、実務者研修の修了と介
護福祉士試験対策が同時に受け
られる講習です。負担が少なく､
効率よく学習が進められ、修了
後は「サービス提供責任者」と
しても活躍できます。

７月４日㈬〜 11 月 21 日㈬
毎週水曜日（全 20 回）
※�８月15 日㈬は休み

午前９時

〜

午後４時

母子・父子休養
ホームしらゆり

（熊本市東区）
６月20 日㈬

７月３日㈫〜 12 月 11 日㈫
毎週火曜日（全 20 回）
※７月 10 日㈫、８月 14 日㈫
　９月 11 日㈫、10 月９日㈫は休み

午前９時

〜

午後４時

やつしろハーモ
ニーホール

（八代市新町）
６月20 日㈬

介護支援専門員
受験準備講習会

４日間で全３分野（介護支援、
保健医療、福祉サービス）の講
義、模擬試験とその解答・解説
を行います。合格のための直前
講習会です。

７月 30 日㈪、８月６日㈪
８月 20 日㈪、８月 27 日㈪
毎回月曜日（全４回）

午前９時半

〜

午後３時半

母子・父子休養
ホームしらゆり

（熊本市東区）
７月13 日㈮

医療事務
＆

調剤薬局事務
資格講座

受付、会計、カルテ管理、オペレ
ーター業務、医療費の請求など、
医療機関を支える医療事務の知
識とスキルを習得します。調剤
薬局事務とのW 資格の取得が可
能です。

８月25 日㈯～12 月15 日㈯
毎週土曜日（全16 回）
※11 月３日㈷は休み

午前９時
～

午後１時
（昼休なし）

松橋公民館
（宇城市松橋町）

８月10 日㈮
（受け付けは
７月２日㈪
開始）

ひとり親家庭のお母さん、お父さんなどのための就業支援講習会

�

赤
米
体
験
教
室
①
「
田
植
え
」

　

は
だ
し
で
水
田
に
入
り
、
昔
な
が
ら
の
手

植
え
で
田
植
え
を
し
ま
す
。

◦�

日
時　
６
月
２
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

◦�

集
合
場
所　
春
間
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
鹿
央
町
岩
原
１
４
４
９

−

２
）

◦��
参
加
費　
５
５
０
円
（
保
険
・
昼
食
代
）

◦��
定
員　
60
人
（
先
着
順
）

問�

県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎︵
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室
５
月
受
け
付
け

募 集

　
博
物
館
研
修
事
業
「
拓
本
基
礎
講
座
」
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
地
域
に
残
る
石
碑

や
記
念
碑
を
写
し
取
り
、
刻
ま
れ
た
文
字
を

解
読
し
ま
す
。

◦�

日
時　
毎
月
第
４
日
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
半
〜
11
時
半

◦�

場
所　
市
立
博
物
館
お
よ
び
周
辺

◦�

定
員　
15
人

◦�

受
講
料　
２
千
円
（
年
間
）

◦�

開
講
式　
５
月
27
日
㈰　

午
前
９
時
半

※
開
講
式
終
了
後
、
初
回
講
座
を
開
催

◦�

申
込
期
限　
５
月
20
日
㈰

問
山
鹿
市
立
博
物
館　
　

☎（
43
）１
１
４
５

「
拓
本
基
礎
講
座
」
受
講
生
募
集

募 集

問�福祉援護課児童家庭係　☎ (43)0052
働く上で必要な資格を身に付けたい人のための講習会です。この機会にぜひお申し込みください。
◦対象者　�ひとり親家庭のお母さん、お父さん、寡婦の人で、技能・資格取得に意欲のある人
◦�受講料　�無料（テキスト代、検定料は別に必要）
◦�申し込み先　福祉援護課窓口でお申し込みください。
◦�講習一覧（定員は全て 20 人）
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〈 

有
料
広
告 

〉

（公社）熊本県浄化槽協会・山鹿支部からのお知らせ
浄化槽は、適正な施工に加え、定期的な点検、清掃、法定検査が必要です。
県・山鹿市及び当協会では、単独浄化槽から合併浄化槽への転換の推進に取り組んでおり
更に協会独自で　１先５万円　の助成制度を設け助成を行っております。
助成は、平成30年度も行われ①予算範囲で先着順、②右ページ会員工事業者による施工が
必要となります。制度の詳細については、右ページの会員工事業者にお尋ね下さい。

開催日 行　事　名 時間 料金

５日㈷ 山本けい八千代座初リサイタル
桂ものがたり 午後 有料

９日㈬ 休　館　日

20日㈰ 若柳流宗家　九州支部　かたばみ会 日中 有料

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、
八千代座までどうぞ　問☎ (44)4004

５月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　�５月１日㈫・３日㈷・７日㈪・８日㈫・10日㈭・14日㈪・

15日㈫・17日㈭・21日㈪・22日㈫・24日㈭・28日㈪・
29日㈫・31日㈭

時間　１日２回（午前 11時・午後２時）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

◦�

日
時　
５
月
11
日
㈮　

午
前
10
時
〜
正
午

◦�

場
所　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
玄
関

ホ
ー
ル

◦�

内
容　
身
長
・
体
重
・
血
糖･

体
脂
肪
測

定
、
看
護
・
栄
養
・
リ
ハ
ビ
リ
相
談
、
福

祉
用
品
の
展
示
な
ど

◦�

参
加
費　
無
料

問�
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー☎（

44
）２
１
８
５

看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

催 し

　

菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
の
う
ち
、
菊
池
市

の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
ご
紹
介
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
５
月
15
日
㈫　

午
後
２
時
半

◦�

場
所
　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

◦�

演
題
　「
菊
池
川
流
域
日
本
遺
産　

菊
池

市
編
」

◦�

講
師
　
西
住
欣き

ん

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん
（
菊
池
市
教
育

委
員
会
）

※
入
場
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
。

問�

山
鹿
市
文
化
財
保
護
協
会
事
務
局
（
出
土

文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
）☎（

46
）５
５
１
２

山
鹿
市
文
化
財
保
護
協
会

記
念
講
演
会

催 し

「
勾ま

が

玉た
ま

の
日
」
は
じ
め
ま
し
た
！

　

原
則
と
し
て
土
・
日
・
祝
日
を「
勾
玉
の
日
」

と
し
、
時
間
を
設
定
し
て
勾
玉
・
管く

だ

玉た
ま

・
大た

い

珠し
ゅ

づ
く
り
を
指
導
し
ま
す
。

◦�

開
催
日
　
装
飾
古
墳
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦�

時
間
　
午
前
10
時
〜
、
午
後
１
時
半
〜

※�

当
日
の
開
始
時
刻
ま
で
に
予
約

◦�

定
員
　
先
着
36
人

◦��

材
料
費　
勾
玉（
白
）２
０
０
円
、
勾
玉

（
黒
・
ピ
ン
ク
）３
０
０
円
、
管
玉
・
大

珠
５
０
０
円

【
５
月
の
催
し
】

「
勾
玉
ウ
ィ
ー
ク
」

　

古
代
ア
ク
セ
サ
リ
ー
勾
玉
・
管
玉
・
大
珠

づ
く
り
体
験
に
加
え
、
こ
の
期
間
の
み
特
別

に
無
料
で
勾
玉
に
色
付
け
が
で
き
ま
す（
赤
・

黄
・
緑
・
青
の
４
色
）。
こ
れ
ま
で
作
っ
た

勾
玉
に
も
色
付
け
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

◦�

期
間
　
５
月
６
日
㈰
ま
で
（
１
日
㈫
は
休

館
日
）

※�

詳
細
は
「
勾
玉
の
日
」

「
古
墳
館
へ
５
◦
５
・
Ｇ
Ｏ
！
」

　

他
の
博
物
館
や
団
体
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
お
届
け
し
ま
す
。

苔こ
け

玉だ
ま

づ
く
り
、
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
、
リ
グ

ラ
ス
ア
ー
ト
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
メ

ニ
ュ
ー
が
盛
り
だ
く
さ
ん
（
一
部
材
料
代
が

必
要
）。

◦�

日
時
　
５
月
５
日
㈷

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

県
立
装
飾
古
墳
館
の
催
し

催 し

◦�

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

問�

県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎︵
36
）２
１
５
１
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【一般】
①看護業務　165,000 円〜
②ケアマネージャー兼介護士
　170,400 円〜
③介護職員（資格不問）
　131,800 円〜
④一般事務　167,000 円〜
⑤配達兼営業　157,680 円〜
⑥調理員　132,000 円〜
⑦機械工　130,200 円〜　
⑧加工機取り扱い全般
　151,830 円〜
⑨電気部品組み立て（軽作業）
　138,240 円
⑩自動車整備　175,000 円〜
⑪ダンプトレーラー運転手　25万円〜
⑫土木作業員　175,000 円〜
⑬�作業員　20 万円〜

【パート】
①准看護師または正看護師
　時給 900 円〜
②支援スタッフ　時給 800 円
③写真の受け付けおよびレジ
　時給 740 円
④事務職　時給 780 円〜
⑤レディースウェア販売員
　時給 850 円〜
⑥夜警係　時給 838 円
⑦�製造　時給 850 円
⑧旅館大浴場清掃　時給850円
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
問�山鹿市地域職業相談室☎(43)1724

仕事の相談はお気軽に定例相談

◦日時　５月９日㈬ 
　　　　午後１時半〜４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時〜正午
※�予約ではありませんので、お待ち
いただく場合があります。
◦司法書士相談　午前 10時〜正午
◦法律相談　午前 10時〜正午

心配ごと相談

◦�日時　５月２日㈬・９日㈬・16日㈬・
　　　23日㈬　※要予約
　　　　午前 10時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　�５月１日㈫・８日㈫・15
日㈫・22 日㈫・29 日㈫

　　　　午後１時半〜４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�５月２日㈬・９日㈬・16
日㈬・23日㈬・30日㈬

　　　　午前９時半〜 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　５月１日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　５月８日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　５月 15日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�５月 22 日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい者・児相談
専門の相談員が支援します。

【山鹿】
①一般相談　５月 11日㈮
②�司法書士相談（成年後見・多重債
務・登記関係）
　５月 18日㈮ ※要予約
③法律相談　５月25日㈮ ※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
①一般相談　５月 10日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696

【菊鹿】
①一般相談　５月９日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060

【鹿本】
①一般相談　５月８日㈫
②法律相談　５月 22日㈫ ※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206

【鹿央】
①一般相談　５月７日㈪
②�司法書士相談（登記関係）
　５月 21日㈪※要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811
問社会福祉協議会本所  ☎ (43)1134

◦日時　５月８日㈫ 午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター☎(43)0188

消費生活相談
認知症に関する相談

◦日時　５月９日㈬・23日㈬
　　　　午前 10時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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５
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

３日㈷ 山鹿温泉リハビリテーション病院 / 大橋通クリニック 山鹿新町薬局 / 江上薬局大橋通 / まつ薬局

４日㈷ 横手医院 / きくか松岡クリニック 山鹿岩下薬局 / まつ薬局

５日㈷ 吉里医院 / まえはら泌尿器科クリニック 鹿校通薬局 / きらきら薬局 / まつ薬局

６日㈰ 山鹿中央病院 山鹿岩下薬局

13 日㈰ 星田内科医院 / かもと整形外科医院 山鹿岩下薬局

20 日㈰ 中川医院 / たなか眼科医院 山鹿岩下薬局

27 日㈰ 桑木内科 / やまがクリニック こじか薬局 / 山鹿岩下薬局

＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

　ことしも恒例のファン感謝祭が開催され
ます。選手と直接会話し、触れ合うことが
できますので、普段コートでは見ることが
ない選手の笑顔や、意外な一面を発見でき
るいい機会です。
　当日は、オムロンハンドボール部選手に
よる出し物や抽選会など楽しい企画を予定
しています。
　先着 800人に、記念品・飲食も用意され
ますので、ご家族・お友達お誘い合わせの上、
お出掛けください。

第１０回ファン感謝の集い

日　時：５月12 日（土）　午前 11時〜
　　　　（午前 10 時半開場）
場　所：オムロン鹿陽センター体育館
駐車場：オムロン鹿陽センターグラウンド
※�駐車スペースが少ないため、乗り合わせで
ご来場ください。
※�会場内は土足厳禁ですので、スリッパ・
シューズなどをご持参ください。

写真は昨年開催されたファン感謝祭の様子
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中
へ
編
入
す
る
事
業
計
画
を
進
め
ま

す
。
統
合
に
向
け
た
準
備
委
員
会
で
、

新
た
な
通
学
体
制
や
生
徒
交
流
な
ど
の

具
体
的
な
協
議
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

遠
距
離
通
学
対
策
の
た
め
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

社
会
教
育
の
振
興

●
青
少
年
健
全
育
成
事
業

　

子
ど
も
た
ち
を
「
地
域
全
体
で
守
り
、

育
て
る
」
の
理
念
の
も
と
、
地
域
社
会

や
学
校
、
関
係
機
関
と
連
携
し
「
早
ね 

あ
い
さ
つ 

朝
ご
は
ん
」
運
動
、
夜
間
巡

回
活
動
、
立
志
の
道
を
歩
こ
う
事
業
な

ど
を
実
施
し
、
青
少
年
が
健
や
か
に
成

長
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
姉
妹
都
市
交
流
事
業

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

ク
ー
マ
へ
市
内
の
中
学
生
を
派
遣
す
る

こ
と
で
、
将
来
の
山
鹿
市
を
担
う
広
い

視
野
と
豊
か
な
感
性
を
備
え
た
人
材
の

育
成
を
目
指
し
ま
す
。

●
夢
の「
と
び
ら
」を
ひ
ら
く
事
業

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
市

図
書
館
の
全
蔵
書
の
予
約
・
貸
し
出
し
・

返
却
が
、
市
内
２
図
書
館
と
３
図
書
室

の
ど
こ
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

教
育
基
本
計
画
に
基
づ
く
、
今
年
度

の
事
業
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

教
育
の
充
実

●
子
ど
も
輝
き
プ
ラ
ン
事
業

　

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
・

生
徒
や
、
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
を
支

援
す
る
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
33
人

を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
の
相
談

を
受
け
た
り
、
児
童
生
徒
と
家
族
・
学

校
・
地
域
と
の
間
に
入
り
、
い
じ
め
や

不
登
校
な
ど
の
解
消
に
向
け
た
支
援
を

し
た
り
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
２
人
を
配
置
し
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
教
職
員
の
特
別
支
援

教
育
の
専
門
性
向
上
と
、
校
内
で
の
支

援
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
合
理
的
配

山鹿市教育委員会広報

第42号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課

☎（４３）１６３８
E -ma i l : k soh@c i t y.
yamaga.kumamoto.jp

第
３
次
　
山
鹿
市
教
育
基
本
計
画

【
基
本
理
念
】
生
涯
学
習
社
会
を
め
ざ
し
て

限
り
な
い
夢
を
抱
き
　
心
豊
か
に
　
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
材
の
育
成

慮
協
力
員
２
人
を
配
置
し
ま
す
。

●
地
域
未
来
塾

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
、
家
庭

で
の
学
習
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
学
習

習
慣
が
十
分
身
に
付
い
て
い
な
か
っ
た

り
す
る
中
学
生
へ
、
学
校
・
家
庭
と
連

携
し
、
教
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
地
域
住
民
の
協

力
に
よ
る
学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
外
国
語
指
導
事
業

　

小
学
校
英
語
の
新
学
習
指
導
要
領
へ

の
円
滑
な
移
行
に
備
え
て
、Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）
を
昨
年
度
の
６
人
か

ら
８
人
に
増
員
し
ま
す
。
生
き
た
英
語

で
の
活
動
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
（
技
能
・
文
化
理
解
・
態

度
）
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
事
業

　
「
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
、
小
学
校

運
動
部
活
動
を
社
会
体
育
へ
移
行
す

る
」
と
い
う
熊
本
県
教
育
委
員
会
の
方

針
を
受
け
て
、
学
校
や
社
会
体
育
関
係

団
体
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
小
学
校

運
動
部
活
動
の
社
会
体
育
化
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

●
学
校
規
模
適
正
化
事
業

　

●　

�

鹿
本
地
区
３
小
の
統
合
（
来
民
小
・

稲
田
小
・
中
富
小
）

　

現
在
の
来
民
小
の
敷
地
に
、
統
合
校

「
鹿
本
小
学
校
」
を
開
校
す
る
た
め
の

校
舎
建
築
に
着
手
し
ま
す
。
平
成
32
年

４
月
の
開
校
に
向
け
て
、
準
備
委
員
会

で
新
た
な
通
学
体
制
や
教
育
課
程
、
児

童
交
流
な
ど
を
協
議
し
ま
す
。

　

●　�

八
幡
小
・
平
小
城
小
・
三
岳
小
の
統
合

　

現
在
の
八
幡
小
の
敷
地
を
統
合
校
の

位
置
と
し
、
今
後
予
想
さ
れ
る
施
設
整

備
や
検
討
事
項
を
協
議
す
る
期
間
を
考

慮
し
た
上
で
、
平
成
31
年
４
月
と
し
て

い
た
開
校
目
標
は
当
面
延
期
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
行
う
既
存
校
舎
な
ど
の
耐
力

度
調
査
結
果
を
基
に
、
準
備
委
員
会
な

ど
で
新
た
な
開
校
目
標
年
度
や
統
合
に

向
け
て
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

　

●　�

鶴
城
中
と
山
鹿
中
の
統
合

　

平
成
31
年
４
月
に
、
鶴
城
中
を
山
鹿
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域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

来
年
は
「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
」
と
「
女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
」
が

本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
実
行
委

員
会
を
組
織
し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
や
受
け
入

れ
態
勢
を
整
え
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
の
充
実
の
た
め

に
行
っ
て
い
る
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
の
整
備
工
事
は
、

今
年
度
中
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。

子
育
て
支
援

●
子
ど
も
総
合
相
談
事
業

　

お
お
む
ね
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
成

長
や
発
達
、
虐
待
や
暴
力
に
関
す
る
こ

と
、
ひ
と
り
親
の
自
立
な
ど
の
相
談
に

応
じ
る
た
め
、
専
門
機
関
と
連
携
し
て

問
題
解
決
に
努
め
る
子
ど
も
相
談
員
と

保
育
相
談
員
を
配
置
し
ま
す
。

●
病
後
児
保
育
事
業

　

病
気
回
復
期
の
子
ど
も
を
預
か
る
病

後
児
保
育
室
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
が
昨
年

４
月
に
三
玉
保
育
園
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
山
鹿
保
育
園
内
の
「
あ
す
な
ろ
」

に
加
え
、
病
後
児
保
育
室
を
２
カ
所
で

開
設
し
ま
す
。

山
鹿
市
立
小
・
中
学
校
規
模
適
正
化

等
協
議
会
の
開
催

　

望
ま
し
い
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
調
査
お
よ
び
協
議
す
る
た
め
、
学
識

経
験
者
・
市
議
会
・
地
域
住
民
・
保
護

者
・
学
校
代
表
な
ど
で
組
織
す
る
協
議

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
28
日
に
開
催
し
た
協
議
会
で

は
、
山
鹿
市
立
小
・
中
学
校
規
模
適
正

化
基
本
計
画
第
２
次
計
画
の
取
り
組
み

状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校

給
食
施
設
の
現
状
を
示
し
、
施
設
整
備

や
セ
ン
タ
ー
化
な
ど
の
今
後
の
給
食
施

設
の
方
向
性
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
事
業
の
進
行

管
理
と
「
山
鹿
市
学
校
給
食
施
設
整
備

基
本
構
想
（
仮
称
）」
の
策
定
に
向
け

て
議
論
を
深
め
ま
す
。

　

移
動
図
書
館
車
は
、
自
治
公
民
館
や

幼
稚
園
・
保
育
園
・
学
校
な
ど
市
内
81

カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
巡
回
や
、
地
域

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
読
書

活
動
を
推
進
し
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
こ
も
れ
び
図
書
館
の
平
日
閉
館

時
間
を
午
後
７
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

●
生
涯
教
育
推
進
事
業

　

市
民
一
人
一
人
が
健
康
で
充
実
し
た

人
生
を
送
れ
る
よ
う
、公
民
館
講
座「
自

主
講
座
」
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
生

涯
学
習
講
座
を
開
設
し
ま
す
。
気
軽
に

学
べ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
生

き
が
い
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

文
化
財
保
護

●
文
化
財
保
存
活
用
事
業

　

市
内
に
所
在
す
る
国
・
県
・
市
指
定

文
化
財
の
保
存
と
活
用
を
図
る
他
、
指

定
文
化
財
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
看
板
を

製
作
し
、
そ
の
周
知
を
進
め
ま
す
。

　

平
成
28
年
熊
本

地
震
で
被
災
し
た

国
史
跡
オ
ブ
サ
ン

古
墳
の
復
旧
整
備

工
事
を
行
い
、
元

の
よ
う
に
内
部
を

見
学
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

●
菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
推
進
事
業

　

菊
池
川
流
域
の
４
市

町
（
山
鹿
市
・
玉
名
市
・

菊
池
市
・
和
水
町
）
と

熊
本
県
、
民
間
団
体
で

組
織
す
る
菊
池
川
流
域

日
本
遺
産
協
議
会
で
、
流
域
の
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
多
言
語
化
の
整
備
、
流
域
の

米
な
ど
を
取
り
扱
う
店
舗
の
情
報
発
信

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
普
及
活
動

と
し
て
出
前
講
座
を
推
進
す
る
他
、
流

域
に
あ
る
各
物
産
館
で
連
携
し
て
日
本

遺
産
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

さ
ら
に
、受
け
入
れ
体
制
整
備
の
た
め
、

ガ
イ
ド
育
成
講
座
の
開
設
、
各
文
化
財

の
看
板
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

●
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
業

　

手
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

や
健
康
運
動
教
室
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
を
開
催
し
、
市
民
一
人
一
人
が
生
涯

を
通
じ
て
運
動
で
き
る
機
会
を
提
供

し
、
心
身
共
に
健
康
で
活
気
の
あ
る
地

オブサン古墳

協議会の様子
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■人の動き
人口 225 人減りました 52,670 人
男性 132 人減りました 24,787 人
女性 93 人減りました 27,883 人
世帯数 16 世帯減りました 21,779 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,271 人
15歳〜64歳 52.4 ％ 27,625 人
65歳〜 35.6 ％ 18,774 人

３月末現在 (増減は前月末比 )

あ
と
が
き

♪
広
報
を
担
当
し
て
か
ら
早
く
も
一

年
が
た
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
相

変
わ
ら
ず
写
真
と
文
章
と
紙
面
構
成

に
悩
み
な
が
ら
、
セ
ン
ス
の
な
い
頭

を
駆
使
し
て
毎
日
パ
ソ
コ
ン
に
向

か
っ
て
い
ま
す
。
思
え
ば
去
年
の
今

頃
は
取
材
に
行
っ
て
も
、
カ
メ
ラ
の

扱
い
方
や
写
真
の
撮
り
方
さ
え
も
分

か
ら
ず
、
全
く
カ
メ
ラ
に
興
味
が
な

か
っ
た
自
分
に
は
不
安
だ
ら
け
の
毎

日
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
仕
事

だ
と
思
い
、
や
っ
て
み
て
、
何
回
も
失

敗
し
て
み
る
と
、
少
し
は
写
真
が
撮

れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
、
今
で
は

何
と
か
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
学

校
や
職
場
な
ど
の
新
た
な
環
境
に
い

る
皆
さ
ん
。
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
何
と
か
な
り
ま
す
（
秋
）

菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想 

①

問
農
業
振
興
課

☎（
43
）１
５
５
６

　

４
月
９
日
、
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
苗

木
の
植
樹
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
ら

約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
こ
と
し

か
ら
来
年
に
か
け
て
、
約
１
・
５
㌶

の
畑
に
、
白
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
３
種

類
、
赤
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
２
種
類
、

合
計
約
千
本
が
植
樹
さ
れ
ま
す
。
主

催
し
た
幸
山
社
長
が
「
今
日
植
え
る

ブ
ド
ウ
は
４
〜
５
年
後
に
ワ
イ
ン
と

し
て
製
品
化
で
き
ま
す
。
精
一
杯
管

理
し
て
、
い
い
ワ
イ
ン
が
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

中
嶋
憲け

ん

正せ
い

市
長
は
「
平
成
26
年
に

熊
本
ワ
イ
ン
株
式
会
社
、
菊
鹿
町

葡ぶ
ど
う萄

生
産
振
興
会
、
山
鹿
市
の
３
者

で
『
菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
構
想
に
関
す

る
協
定
』
を
締
結
し
、
い
よ
い
よ
実

現
の
と
き
を
迎
え
ま
す
。
引
き
続
き

関
係
者
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
開
業

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
植
樹
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
「
菊
鹿
」
シ

リ
ー
ズ
ワ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

と
、
観
光
と
農
業
の
連
携
に
よ
る
交

流
人
口
の
拡
大
に
向
け
、
地
元
か
ら

愛
さ
れ
、
新
た
な
山
鹿
の
魅
力
を
発

信
す
る
施
設
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
菊
鹿
町
相
良
地
区
に
建
設
中
の
菊
鹿
ワ
イ
ナ
リ
ー
。
こ
と
し
秋
の
開

業
に
向
け
て
、
熊
本
ワ
イ
ン
フ
ァ
ー
ム
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
社
長
：

幸
山
賢け

ん

一い
ち

氏
）が
、ワ
イ
ン
醸じ

ょ
う

造ぞ
う

施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
備
え
た
施
設
と
、

ブ
ド
ウ
畑
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
山
鹿
市
は
農
産
物
加
工

品
な
ど
の
販
売
施
設
、
交
流
・
研
修
施
設
な
ど

を
整
備
中
で
す
。
今
月
号
か
ら
、
事
業
の
進
捗

状
況
な
ど
を
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

植樹を行う中嶋市長（右）

山鹿市整備施設

熊本ワインファーム整備施設

　メッセージ
　じいちゃん、ばあちゃん、いつもあそんでくれ
　て、ありがとう♥

　メッセージ
　じいちゃん、ばあちゃん、いつもありがとう！
　ゆうとにぃに大好き♡

（H27. ９.22 生まれ）

（H19. ５. ９生まれ）

山内 （菊鹿）

庄 （鹿本）
　　くりはら　　 たすく

栗原　侑玖ちゃん

　　 とみた　　　ゆうと　　 

冨田　結仁くん　

（H29. ８.26 生まれ）

（H26. ５.15 生まれ）

山内 （菊鹿）

庄（鹿本） 
　　くりはら　     め　い

栗原　萌衣ちゃん

　　 とみた　　　ゆいか

冨田　結叶ちゃん


